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ぽ総
襲
爵
醗
酵
し

特
葉
/
道
路
整
備
期
異

義
灘
皺
糠
溝
灘
癬雙
皺
ま簸
礬
熟
議
嬢
轢
き謙
遜
耀き蓬
嘉
さ逕協漱
ぎ沁へ
きざ
》

週
蹄
塾
舗
鰯
稟
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一

は
じ
め
に

道
路
の
整
備
は
、
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発

生
す
る
直
接
的
な
効
果

(直
接
効
果
)
の
ほ
か
、
波
及
効

果
を
含
め
て
、
実
に
様
々
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

表
1
は
、
道
路
整
備
の
も
た
ら
す
様
々
な
効
果
を
分
類

し
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
の
分
類
方
法
と
し
て
、
道
路
整

備
の
際
の
財
政
支
出
が
有
効
需
要
を
創
出
し
て
国
内
総
生

産

(G
D
P
)
の
増
加
等
を
も
た
ら
す
と
い
う
フ
ロ
ー
効

果

(需
要
創
出
効
果
)
と
、
道
路
が
建
設
さ
れ
た
後
に
そ

の
本
来
の
機
能
か
ら
発
生
す
る
ス
ト
ッ
ク
効
果

(生
産
力

効
果
)
と
に
分
類
す
る
方
法
が
あ
る
。
ま
た
、
道
路
を
直

接
利
用
す
る
人
が
受
け
る
利
用
者
便
益

(直
接
効
果
)
と
、

利
用
し
な
い
人
ま
で
含
め
て
広
く
社
会
一
般
が
受
け
る
波

及
効
果

(間
接
効
果
)
と
に
分
類
す
る
方
法
も
あ
る
。

表 1 道路整備効果の類型例

道路整備及び道路投資の効果

直接効果

間接効果

約

転
の

)

加
川

地

の

療

節

達
性

物
大
医

料

係
懐

や
の

上

の

…

燃

確
行

･

の
走

大
連

形
上

約
少
性
と　
　　　　
　

節
減
時
減

の
の
定
軽

費
故
(

の

②
③
④
者
増
等
①
②
◎
④
等
⑥
域
⑥
⑦
範
◎
の
⑨
⑬
⑪
等
め
の
翁
}⑧
等
D
‐

虻
る　

　
交
ヌ

割
る

出

　　　
　　

　
　

繋

韻
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二

道
路
整
備
効
果
の
類
型
と
そ
の
概
要

道
路
整
備
の
効
果
を
直
接
効
果

(第
三
者
を
経
ず
に
即

時
に
発
生
す
る
効
果
の
こ
と
で
あ
り
、
お
お
む
ね
費
用
便

益
分
析

(※
1
)
に
お
い
て
計
測
さ
れ
る
便
益
と
一
致
す

る
。)
と
間
接
効
果

(直
接
効
果
を
経
由
し
て
時
間
的
経

過
を
経
て
発
生
す
る
効
果
で
あ
り
、
直
接
効
果
以
外
の
全

て
)
と
に
区
分
す
る
場
合
、
以
下
の
よ
う
に
類
型
化
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

※
1
!

費
用
便
益
マ
ニ
ュ
ア
ル

(平
成
一
五
年
八
月
国
土
交
通
省
道
路

局
、
都
市
,
地
域
整
備
局
)
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

1

利
用
者
便
益

(直
接
効
果
)

印

走
行
時
間
の
短
縮

道
路
整
備
は
、
二
地
点
間
の
物
理
的
距
離
を
短
縮
し
、

走
行
時
間
を
短
縮
す
る
。
ま
た
、
距
離
は
変
わ
ら
な
く
て

も
、
自
動
車
の
走
行
を
よ
り
容
易
に
し
、
走
行
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
短
縮
時
間
を
時
間
価
値
原
単

位
に
よ
っ
て
金
銭
評
価
し
た
も
の
が
時
間
便
益
で
あ
る
。

②

走
行
経
費
の
節
約

自
動
車
の
走
行
経
費
と
し
て
は
、
燃
料
費
、
油
脂
費
、

タ
イ
ヤ
･
チ
ュ
ー
ブ
費
、
整
備
費
及
び
車
両
償
却
費
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
走
行
速
度
、
路
面
の
状
況
、
停

止
回
数
と
速
度
変
化
等
の
諸
要
素
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
道
路
が
整
備
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ら
の
諸
要

素
が
改
善
さ
れ
て
走
行
経
費
が
節
約
さ
れ
る
。
こ
の
走
行

経
費
の
節
約
額
が
走
行
便
益
で
あ
る
。

促
し
、
社
会
全
体
の
生
産
力
を
高
め
る
。

③

交
通
事
故
の
減
少

錺

生

生
力
広
大
に
よ
る
克
又

曽
n

道
路
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
安
全

性
の
向
上
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
便
益
は
、
道
路
の
整

備

･
改
良
が
行
わ
れ
な
い
場
合
の
交
通
事
故
に
よ
る
社
会

的
損
失
か
ら
、
道
路
の
整
備

･
改
良
が
行
わ
れ
る
場
合
の

交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
便
益
を
減
じ
た
差
に
よ
っ
て
算

定
す
る
。

回

そ
の
他
の
直
接
効
果

(現
在
の
費
用
便
益
分
析
に
お

い
て
計
測
さ
れ
て
い
な
い
も
の
)

そ
の
他
の
直
接
効
果
と
し
て
は
、

ア

渋
滞
の
解
消
、
代
替
ル
ー
ト
の
整
備
等
に
よ
る
定

時
性
の
確
保

イ

走
行
時
間
の
短
縮
、
路
面
状
況
の
改
善
等
に
よ
る

運
転
者
の
疲
労
の
軽
減
と
走
行
快
適
性
の
向
上

ウ

大
量
輸
送
処
理
に
よ
る
効
果

エ

荷
傷
み
の
減
少
と
梱
包
費
の
節
約

等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

2

波
及
効
果

(間
接
効
果
)

㈲

輸
送
費
の
低
下

(物
価
の
低
減
)

道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
道
路
輸
送
費
用
が
節
約
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
物
価
を
引
き
下
げ
る
。

②

生
産
力
の
拡
大
効
果

道
路
整
備
に
伴
い
、
走
行
経
費
が
節
減
さ
れ
、
走
行
時

間
が
短
縮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
･
輸
送
の
合
理
化
を

◎

生
産
力
拡
大
に
よ
る
税
収
の
増
加

G
D
P
の
増
加
に
見
ら
れ
る
経
済
活
動
の
拡
大
は
法
人

税
、
所
得
税
、
消
費
税
等
の
税
収
を
増
加
さ
せ
る
。

国

地
域
開
発
の
誘
導
効
果

交
通
立
地
条
件
が
改
善
さ
れ
、
工
場
の
立
地
が
容
易
に

な
る
ほ
か
、
生
産
地
と
消
費
地
の
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ

て
農
林
水
産
物
等
の
出
荷
先
が
拡
大
す
る
。
ま
た
、
住
宅

開
発
、
観
光
開
発
等
も
可
能
に
な
る
な
ど
、
地
域
開
発
が

誘
導
さ
れ
る
。

◎

生
産
力
の
拡
大
に
よ
る
所
得
、
雇
用
等
の
増
加

G
D
P
の
増
加
に
見
ら
れ
る
経
済
活
動
の
拡
大
は
、
賃

金
所
得
や
雇
用
を
増
加
さ
せ
る
。
所
得
の
増
加
は
消
費
の

増
加
を
も
た
ら
し
、
ま
た
雇
用
の
増
加
は
生
産
力
を
高
め

る
た
め
、
経
済
活
動
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
こ
の
結
果
、

所
得
、
雇
用
等
も
さ
ら
に
増
加
す
る
。

◎

沿
道
土
地
利
用
の
促
進

道
路
整
備
に
よ
り
、
沿
道
の
土
地
利
用
が
進
む
。

の

生
活
機
会
の
拡
大

地
域
住
民
の
生
活
圏
が
広
が
り
、
様
々
な
生
活
機
会
が

増
大
す
る
。
旦
ハ体
的
に
は
、
通
勤

･
通
学
圏
の
拡
大
、
買

物

･
レ
ジ
ャ
ー
等
に
つ
い
て
の
行
動
可
能
範
囲
が
広
が

り
、
そ
れ
ま
で
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
な
も

の
に
も
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
生
活
が
豊

か
に
な
る
。

③

医
療
の
高
度
化
促
進
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救
急
活
動
、
医
療
等
の
広
域
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
環
境
の
改
善
が
確
保
さ
れ
る
。

③

環
境
負
荷
の
低
減

道
路
整
備
に
よ
り
走
行
速
度
が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
削
減
に
寄
与
す
る
。

10

人
口
の
増
大

地
域
開
発
が
促
進
さ
れ
、
行
動
範
囲
が
拡
大
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
口
の
定
着
化
が
進
み
、
人
口
が
増
加
す
る
。

岡
地
域
間
の
交
流
･
連
携
の
強
化

交
通
条
件
の
改
善
に
よ
り
過
疎
地
域
に
お
け
る
広
域
消

防
等
の
広
域
行
政
が
可
能
と
な
り
、
行
政
の
効
率
が
上
が

る
。彌

社
会
的
公
共
空
間
等
の
形
成

道
路
整
備
に
よ
り
生
活
や
社
会
面
で
の
安
全
性
の
確
保

や
質
の
高
い
生
活
空
間
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
都

市
の
骨
格
形
成
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

倦

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上

道
路
は
、
通
風
、
採
光
、
緑
の
空
間
と
し
て
機
能
し
、

生
活
の
快
適
性
を
向
上
さ
せ
、
都
市
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
を
向

上
さ
せ
る
。

間
防
災
機
能
の
向
上

防
災
空
間
と
し
て
機
能
し
、
都
市
の
防
災
機
能
、
安
全

性
を
向
上
さ
せ
る
。

間

公
益
施
設
の
収
容

道
路
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
、
電
話
、
地
下
鉄

等
各
種
施
設
を
収
容
し
、都
市
活
動
の
基
盤
を
確
保
す
る
。

間
道
路
投
資
の
需
要
創
出
効
果

道
路
整
備
の
際
の
財
政
支
出
が
有
効
需
要
を
創
出
し
、

G
D
P
の
増
加
、
税
収
の
増
加
、
雇
用
の
創
出
等
の
波
及

効
果
を
生
じ
さ
せ
る
。

胡

内
需
拡
大
効
果
及
び
輸
入
の
増
大

道
路
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
道
路
近
接
性
の
向
上

に
よ
る
国
内
最
終
需
要
の
増
大
が
生
じ
、内
需
が
拡
大
し
、

輸
入
を
拡
大
さ
せ
る
。

三

整
備
効
果
の
具
体
例

1

走
行
時
間
の
短
縮

道
路
の
整
備
は
、
走
行
速
度
の
向
上
、
混
雑
の
緩
和
等

に
よ
り
、
時
間
距
離
の
短
縮
を
も
た
ら
す
。

平
成
七
年
に
、
館
山
自
動
車
道
の
蘇
我
I
C
~
姉
崎
袖

ヶ
浦
I
C
間
、
及
び
姉
崎
袖
ヶ
浦
I
C
~
木
更
津
南
I
C

間
が
開
通
し
、
並
行
す
る
国
道
一
六
号
の
渋
滞
が
大
き
く

緩
和
さ
れ
、
所
要
時
間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た

(図
1
)。

ま
た
、
伊
勢
湾
岸
道
路

(名
港
ト
リ
ト
ン
)
の
開
通
に

よ
り
、
一
般
国
道
二
三
号
を
利
用
し
て
い
た
輸
送
経
路
を

伊
勢
湾
岸
道
路
に
シ
フ
ト
し
、
豊
田
市
内
に
あ
る
ト
ヨ
タ

自
動
車
の
工
場
と
名
古
屋
港
と
の
間
の
所
要
時
間
が
三
〇

分
短
縮
し
た
結
果
と
し
て
、
一
日
当
た
り
の
輸
送
回
数
が

二
回
か
ら
三
回
へ
と
一
往
復
増
加
し
、
物
流
コ
ス
ト
の
削

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る

(図
2
)。

野
点
近

町
点
近

糒
点
近

蹴

浜
差
付

概
濃
付

駄
濃
付

罐

　
　

　
　

　顔

国道16号の渋滞の減少

図 1 館山自動車道の時間短縮効果

　　 　　 　 　 　　 　　　　 　　　　 　　
贓大捜瀬長胴)

蒋鯖ノ費蛾焉

周辺地域の所要時間の短縮

◎県庁~館山市役所への所要時間
千虞県庁~館山市役所間の平日における移動時間は、
開通によづ(話6% ~ 35%短銘された。

時間短縮22分

/
時間短縮64分
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……滲輸入車 (国内販売･陸上輸送)の流れ
"" 輸入車 (国内販売･陸上輸送)の流れ
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導
姦

ユ
ベミ

,
が
れ="
N

、一

〉

う
ノ

道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
輸
送
条
件
が
改
善
さ
れ
、
工
場

5

立
地
等
が
促
進
す
る
な
ど
地
域
経
済
の
発
展
に
道
路
整
備

20

が
寄
与
し
て
い
る
。

セ行

大
阪
府
内
の
第
二
阪
和
国
道
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
、

道

当
該
道
路
の
開
通
に
伴
い
、
沿
道
に
商
業
施
設
が
多
く
立

地
す
る
な
ど
、
道
路
整
備
が
地
域
経
済
の
成
長
に
貢
献
し

て
い
る

(図
3
)。

ま
た
、
観
光
交
流
の
促
進
を
通
じ
た
地
域
経
済
等
の
活

性
化
に
も
道
路
整
備
は
寄
与
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
の
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
白
川
郷
I
C
~

五
箇
山
I
C
の
開
通
に
よ
り
、
世
界
遺
産
で
あ
る
白
川
郷

へ
の
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る

(図
4
)。

3

防
災
機
能
の
向
上

道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
都
市
の
防
災
機
能
や
安
全
性
の

向
上
、
災
害
時
に
お
け
る
リ
タ
ン
ダ
ン
シ
ー
(代
替
機
能
)

の
向
上
が
期
待
で
き
る
。

例
え
ば
、
高
知
県
西
南
部
の
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
の
円
滑
な

実
施
に
寄
与
し
た

(図
5
)。

4

交
通
事
故
の
減
少

図

道
路
整
備
に
よ
っ
て
、
当
該
道
路
及
び
代
替
道
路
に
お

トヨタ自動車の部品の流れ

け
る
事
故
減
少
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

平
成
九
年
の
一
般
国
道
一
六
三
号
清
滝
生
駒
道
路
の
供

輸入車メーカーの国内配送のシェア

　

　
　

,

本
%

阜
6

　
　

　

　
　



図 3 第二阪和国道の整備による効果

図 4 白川郷 I C の開通効果
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用
に
伴
い
、
難
所
で
あ
っ
た
清
滝
峠
を
回
避
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
急
勾
配
な
ど
が
な
く
な
っ
た
結
果
、
交
通

事
故
が
大
幅
に
減
少
し
た

(図
6
)。

5

沿
道
の
環
境
負
荷
の
低
減

旅
行
速
度
の
向
上
に
よ
る
贓
･
靴
の
排
出
量
の
削
減
、

住
居
が
運
担
し
て
い
る
幹
線
道
路
の
沿
道
に
お
け
る
騒
音

環
境
の
改
善
な
ど
、
沿
道
の
環
境
負
荷
の
低
減
に
寄
与
す

る
道
路
整
備
も
存
在
す
る
。

千
葉
県
内
の
国
道
三
一七
号
は
歩
道
が
確
保
で
き
な
い

ほ
ど
道
路
幅
員
が
狭
小
で
、
特
に
ト
ン
ネ
ル
は
大
型
車
の

す
れ
違
い
も
困
難
で
あ
っ
た
た
め
渋
滞
の
原
因
と
な
っ
て

い
た
が
、
平
成
三

年
三
月
に
国
道
三
一七
号
富
津
館
山

道
路
の
富
津
竹
岡
I
C
~
鋸
南
富
山
I
C
間

(延
長

一

一
･
0
蹴
)
が
開
通
し
た
結
果
、
現
道
三
一七
号
の
走
行

性
が
改
善
さ
れ
、
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物

が
平
日
で
約
四
0
%
、
休
日
で
約
三
0
%
減
少
し
、
沿
道

環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
た

(図
7
･
8
)。
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図 6 一般国道16 3号清滝生駒道路の整備効果
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四

終
わ
り
に

以
上
、
道
路
整
備
に
よ
る
効
果
を
例
と
と
も
に
概
観
し

て
き
た
が
、こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
以
外
に
も
整
備
効
果
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
項
目

が
多
数
存
在
す
る
。

他
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
捉
え
た
整
備
効
果
に
は

相
互
に
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
た
め
、
整
備
効
果
を
定
量

的
に
評
価
す
る
に
当
た
っ
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
一
層
の
効
果
計
測
手
法
の
精
緻
化
が
望
ま
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

※

道
路
局
に
お
い
て
は
、
本
文
中
に
取
り
上
げ
た
も
の

も
含
め
、
道
路
整
備
の
効
果
事
例
を
取
り
ま
と
め
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し
て
い
る
の
で
、
御
覧
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る

(道
路
整
備
効
果
事
例
集
…

耳
ぎ
ミ
"
"
"
宣
言
お
o導
き
がQ蔚
o封塞
ぎ
Q突
貫
日
･
。
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開通前後のN o x排出量
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富津館山道路開通前後の交通量

図 8 富津館山道路の環境改善効果



国
国
同
封
"

特
集
/
道
路
整
備
期
票

松
は橇
封
尽
"

"
""

総
一様

ご

＼

＼＼
ミ

ミ

＼

-

飛
鬱
地
⑭
糒
を
つ
な
く
週
騰
整
備
と
糒
蘂
こ
し

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部

一

は
じ
め
に

和
歌
山
県
北
山
村
は
、
紀
伊
半
島
の
中
央
部
、
北
山
川

の
右
岸
に
位
置
し
、周
り
を
三
重
県
と
奈
良
県
に
囲
ま
れ
、

和
歌
山
県
で
あ
り
な
が
ら
和
歌
山
県
の
ど
の
市
町
村
と
も

隣
接
し
な
い
全
国
で
も
唯
一
の
飛
び
地
の
村
で
す
。
東
西

二
〇
鬮
、
南
北
八
蝿
、
面
積
の
九
七
%
は
山
林
、
人
口
約

六
〇
〇
人
の
小
さ
な
村
で
す
が
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
三

〇
年
頃
ま
で
は
、
近
畿
の
屋
根
と
称
さ
れ
る
大
台
ヶ
原
方

面
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
良
質
の
木
材
を
筏
に
組
み
、
北
山

川
か
ら
新
宮
川
に
筏
を
流
し
、
北
山
か
ら
新
宮
に
木
材
を

運
搬
し
て
村
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
木
材
は
新
宮

か
ら
さ
ら
に
船
で
江
戸
へ
と
運
ば
れ
て
い
た
の
で
す

(図

1
)
。当

時
、北
山
村
か
ら
新
宮
へ
は
川
が
唯
一
の
交
通
路
で
、

北
山
川
を
通
じ
て
北
山
村
は
新
宮
市
と
の
結
び
つ
き
が
強

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県
の
際
、
北
山

村
は
和
歌
山
県
に
編
入
さ
れ
、
飛
び
地
の
村
が
誕
生
し
ま

し
た
。

昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
我

が
国
は
高
度
経
済
成
長
と
と

も
に
、
急
速
に
モ
ー
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
化
が
進
み
、
昭
和

三
八
年
七
月
に
は
名
神
高
速

道
路

(栗
東
~
尼
崎
間
)
が

日
本
で
初
と
な
る
高
速
道
路

の
開
通
を
迎
え
、
昭
和
四
〇

年
に
は
全
線
開
通
し
ま
し

た
。

そ
の
頃
、
北
山
川
に
は
七
色
ダ
ム
、
小
森
ダ
ム
が
完
成

し
、
三
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
り
村
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た

筏
流
し
は
姿
を
消
し
ま
し
た
。
車
社
会
に
移
り
つ
つ
あ
っ

た
我
が
国
の
物
資
輸
送
の
変
遷
と
と
も
に
、
木
材
輸
送
も

図
　 　 　　　　　　　　　　　 　　

当時の筏下りの状況



筏
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
か
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
北

の
共
存
な
ど
、
大
自
然
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
慎
重
に

山
村
か
ら
北
山
川
沿
い
に
和
歌
山
県
に
通
じ
る
道
は
険
し

進
め
ら
れ
、
平
成
八
年
七
月
に
三
･
七
如
が
開
通
し
、
通

く
、
人
一
人
が
よ
う
や
く
通
れ
る
程
度
の

｢け
も
の
道
｣

行
不
能
区
間
が
解
消
さ
れ
ま
し
た

(図
2
)。
開
通
式
当

だ
け
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
村
の
存
亡
を
か
け
た
道
路
整
備

日
、
村
の
家
々
に
は
昭
和
五
九
年
の
起
工
式
の
日
と
同
様

へ
の
取
組
み
と
村
お
こ
し
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

に
、
日
の
丸
国
旗
が
掲
揚
さ
れ
ま
し
た

(写
真
1
)。

一
一

一
般
国
道
ニ
ハ
九
号

奥
瀞
道
路
の
誕
生

現
在
、
国
道
一
六
九
号
は
、
奈
良
県
奈
良
市
か
ら
和
歌

山
県
新
宮
市
に
至
る
延
長
約
一
九
〇
如
の
幹
線
道
路
で
あ

り
、
北
山
村
を
縦
断
す
る
唯
一
の
道
路
で
す
。
し
か
し
、

北
山
村
と
和
歌
山
県
熊
野
川
町
を
結
ぶ
国
道
一
六
九
号
の

誕
生
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
の
北
山
村
村
長
で
あ
っ
た
高

須
治
視
氏

(故
人
)
が
、
｢け
も
の
道
｣
か
ら
国
道
へ
の

昇
格
の
陳
情
を
重
ね
に
重
ね
、
い
つ
し
か
建
設
省
道
路
局

で
は

｢ベ
レ
ー
帽
の
国
道
村
長
｣
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
が
通
じ
、
北
山
村
か
ら
和
歌
山
県

熊
野
川
町
に
通
じ
る
道
路
が
国
道
昇
格
し
た
の
は
昭
和
五

〇
年
で
し
た
。

昭
和
五
六
年
、
村
民
の
夢
と
期
待
を
背
負
い
、
通
行
不

能
区
間
を
含
む
和
歌
山
県
北
山
村
小
松
か
ら
和
歌
山
県
熊

野
川
町
玉
置
口
を
直
結
す
る
約
四
･
二
畑
の
道
路
の
建
設

が
、
権
限
代
行
に
よ
る
建
設
省
直
轄
事
業

｢奥
瀞
道
路
｣

と
し
て
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

奥
瀞
道
路
の
建
設
は
、
瀞
峡
で
名
高
い
北
山
川
の
渓
谷

に
沿
っ
た
険
し
い
地
形
条
件
に
加
え
、
吉
野
熊
野
国
立
公

園
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
景
観
へ
の
配
慮
、
生
態
系
と

町

一

　

　
　
　

　
　　
　
　
図 奥瀞道路位置図写真 1 開通式当日の北山村の状況
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三

北
山
村
再
建
へ
の
取
組
み

ー

｢筏
下
り
｣
の
復
活
ー

か
つ
て
熊
野
杉
の
産
地
と
し
て
名
を
馳
せ
た
北
山
川
の

筏
流
し
は
、
社
会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
中
、

昭
和
四
〇
年
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
伝
統
の
筏
流
し
が
姿
を

消
し
、
住
民
の
生
活
基
盤
は
大
き
な
変
革
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
北
山
村
は
、
昭
和
五
四
年
、

長
い
伝
統
か
ら
消
え
去
っ
た
筏
流
し
を
、
観
光
の
目
玉

｢北
山
川
観
光
筏
下
り
｣
と
し
て
復
活
さ
せ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
当
時
、
筏
下
り
が
行
わ
れ
て
い
た
北
山
村
か

ら
十
津
川
村
の
間
の
国
道
一
六
九
号
は
、
前
述
の
よ
う
に

車
の
通
れ
な
い
通
行
不
能
区
間
で
あ
っ
た
た
め
、
筏
下
り

を
済
ま
せ
た
筏
の
回
収
は
、
奈
良
県
十
津
川
村
か
ら
三
重

県
紀
和
町
を
ト
ラ
ッ
ク
で
迂
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
非

常
に
時
間
と
労
力
を
要
し
ま
し
た
。

,
村
の
シ
ン
ボ
ル

道
の
駅

｢お
く
と
る
｣
の
整
備
~

奥
瀞
道
路
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
道
路
建
設
で
発
生
す
る

残
土
を
活
用
し
、
観
光
筏
セ
ン
タ
ー
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
公

園
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
平
成
六
年
四
月
よ
り
温

泉
の
試
掘
調
査
を
実
施
し
、
三
カ
月
後
、
つ
い
に
温
泉
が

湧
き
出
し
ま
し
た
。
平
成
八
年
八
月
奥
瀞
道
路
の
供
用
に

併
せ
て
、
温
泉
施
設
を
開
業
し
、
同
一
一
月
に
は
宿
泊
施

設
を
開
業
し
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
一
一
年
八
月
に
道
の

駅

｢お
く
と
る
｣
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

(写
真
2
)。

も

き
$(
開

“

こ
ぐ



写真2 道の駅 ｢おくとる｣じゃばら果実と加工場

i
特
産

｢じ
ゃ
ば
ら
の
栽
培
｣
に
よ
る
新
産
業
の
創
出
ー

じ
ゃ
ば
ら
は
、
柚
子
や
ダ
イ
ダ
イ
、
カ
ボ
ス
と
同
様
の

柑
橘
類
で
す
が
、
果
汁
が
豊
富
で
精
度
と
酸
度
の
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
ま
ろ
や
か
な
風
味
が
特
徴
で
、
近
年
、
花
粉

症
へ
の
効
果
が
高
い
と
の
評
判
に
よ
り
、
爆
発
的
な
人
気

を
得
て
い
ま
す
。

じ
ゃ
ば
ら
は
昔
か
ら
北
山
村
に
自
生
し
て
お
り
、
当
時

そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
｢じ
ゃ
ば

ら
栽
培
は
北
山
村
を
過
疎
か
ら
守
る
産
業
に
な
り
う
る
｣

と
昭
和
四
七
年
、
専
門
家
に
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
に
類
の
な
い
、
ま
っ
た
く
新
し
い

品
種
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
昭
和
五
二
年
農
林

水
産
省
に
品
種
登
録
を
出
願
、
昭
和
五
四
年
農
産
種
苗
法

に
よ
る
品
種
登
録
が
許
可
さ
れ
ま
し
た

(写
真
3
)。

四

道
路
の
整
備
と
観
光
客
の
増
加

奧
瀞
道
路

(I
期
区
間
)
の
開
通
で
交
通
不
能
区
間
が

解
消
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
北
山
村
へ
の
観
光
入
り
込
み

客
数
は
倍
増
し
、
そ
の
後
も
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す

(図
3
)。

ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
北
山
村
内
の
地
域
開

発
も
進
み
、
観
光
関
係
の
就
業
者
数
も
増
加
す
る
な
ど
、

地
域
の
雇
用
の
拡
大
を
創
出
し
て
い
ま
す

(図
4
)。

北
山
村
で
は
現
在
、
観
光
筏
下
り
の
存
続
と
高
齢
化
に

よ
る
筏
師
の
後
継
者
作
り
、
筏
下
り
の
見
事
な
技
を
次
世

代
に
残
す
た
め
、
若
者
を
全
国
に
募
り
各
種
施
設
や
公
営

住
宅
の
建
設
を
進
め
、
定
住
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す

(写
真
4
･
5
)。

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
が
活
性
化
事
業
と
し
て
人
材
を
広

く
全
国
に
求
め
、
平
成
一
〇
年
度
初
め
て
四
人
を
採
用
し

戯
幕
者
故
人

資料/北山村役場
北山村観光入込客数

日6 H6 H7 HB H9 日10日1争日12日"3日蒲4日15
(観光客動態調査報告書より)

図4 北山村観光関係の就業者の推移 、

疑
響
ね
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注) 開通前平成 7年度を100とする

資料/北山村役場

ま
し
た
。
平
成

=
年
度
に
も
四
人
、
計
八
人
を
採
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
技
能
者
養
成
部
を
設
け
て
四
月
か
ら
九

月
ま
で
は
筏
師
、
一
〇
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
は
林
業
の

技
能
者
を
目
指
し
て
技
術
習
得
な
ど
の
養
成
を
行
い
、
定

住
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

写真 5 筏下りの練習風景 写真 4 温泉 ･宿泊施設 (北山村)
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写真 6 じゃばら製品

H
成

売

0
平

品

　
　

　

　

　

　
　

　

H
、ノ

‘
"

注

や

融

じ

日

図 じゃばら製品売上高

一
方
、
奥
瀞
道
路
は
、
平
成
一
六
年
三
月
に
□
期
区
間

の
う
ち
四
〇
0
m
が
開
通
し
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
は
、

延
長
約
二
如
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す

が
、
北
山
村
に
観
光
バ
ス
が
乗
り
入
れ
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
先
線
の
一
日
も
早
い
整
備
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

五

一
大
産
業
を
も
た
ら
し
た
奥
瀞
道
路
の
開
通

ま
た
、
村
の
特
産
品
で
あ
る

｢じ
ゃ
ば
ら
｣
が
、
北
山

村
を
訪
れ
た
観
光
客
を
通
じ
て
全
国
に
知
れ
わ
た
り
、
売

り
上
げ
が
開
通
前
の
約
六
倍
と
、
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し

た

(図
5
、
写
真
6
)。
今
で
は
観
光
産
業
と
並
ぶ
村
の

一
大
産
業
に
成
長
、
年
間
売
上
高
は
一
億
円
を
突
破
し
、

生
産
が
需
要
に
追
い
つ
か
ず
完
売
商
品
が
多
く
、
今
後
の

増
産
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

奥
瀞
道
路
の
整
備
は
、
じ
ゃ
ば
ら
の
出
荷
に
役
立
つ
だ

け
で
な
く
、
村
に
活
気
を
与
え
る
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
｢じ
ゃ
ば
ら
が
花
粉
症
に
効
く
｣
と
い
う
声
を

基
に
、
平
成
一
三
年
二
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
花
粉
症

の
方

一
、
0
0
0
人
を
モ
ニ
タ
ー
に
募
り
、

一
〇
0
%
果

汁
三
〇
〇
面
を
試
飲
し
て
頂
い
た
と
こ
ろ
、
四
六
%
の
方

か
ら
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
出
ま
し

た
。そ

の
う
わ
さ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広
が
り
、
花
粉

症
や
鼻
炎
で
苦
し
ん
で
い
る
方
た
ち
に
と
っ
て
朗
報
と
な

り
ま
し
た

(写
真
7
)。
専
門
機
関
に
お
い
て
、
医
学
的



見
地
か
ら
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
な
ど
他
の
効
用
に
つ
い
て
も

委
託
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
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六

お
わ
り
に

一
般
国
道

一
六
九
号
は
紀
南
地
方
の
広
域
観
光
を
始

め
、
奥
熊
野
地
域
に
お
け
る
文
化
の
交
流
、
福
祉
、
救
急

医
療
、防
災
な
ど
の
確
立
に
と
っ
て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

ま
た
、
国
土
幹
線
軸
か
ら
大
き
く
離
れ
て
い
る
紀
南
地
方

の
振
興
に
欠
か
せ
な
い
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
な
向
上

を
も
た
ら
す
道
路
で
す
。

し
か
し
、
一
般
国
道
一
六
九
号
に
と
っ
て
、
奥
瀞
道
路

(I
期
区
間
)
の
開
通
は
、
ま
だ
そ
の
序
曲
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
未
だ
に
大
部
分
の
線
形
が
悪
く
、
狭
縊
区
間
と
な
っ

て
お
り
、
観
光
バ
ス
の
通
行
が
不
能
な
う
え
、
奥
瀞
道
路

(I
期
区
間
)
が
完
成
し
た
現
在
で
も
車
両
の
す
れ
違
い

が
ま
ま
な
ら
な
い
区
間
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般

国
道
一
六
九
号
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
生
活
道
路
の
確
保
だ

け
で
は
な
く
、観
光
客
数
も
さ
ら
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
は
、
一
般
国
道
四
二
号
の
代
替
路
線
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
事
が
出
来
ま
す
。

昨
今
、
道
路
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、
紀
南
地
方
の
振
興
に
は
、
一
般
国
道

一
六
九
号
を
は
じ
め
に
し
た
道
路
整
備
は
不
可
欠
で
あ

り
、
大
型
車
が
通
行
で
き
、
対
向
車
を
気
に
せ
ず
運
転
で

き
る
道
路
が
強
く
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

参
考
･
引
用
資
料
!
北
山
村
資
料

｢筏
の
村
･
じ
ゃ
ば
ら
の
里
｣



師
廳
濃
轆
膨

特
嫌
/
道
路
整
備
期
無

鱸
孃
讓
嚢
鬘
饗
さ詫教
導
溝
襲
漱
詠
纏
い蓬
鮫藁
鱗
辞釀
鱗
鴻◆鬘
鱗
はき
逡
誘

飛
騨
鱸
螂
◎
鱸
鰔
振
興
に
関
す
る

遭
難
臺
鰤
贓
冥
事
例

中
部
地
方
整
備
局
高
山
国
道
事
務
所
調
査
課

岐
阜
県
飛
騨
地
域
は
、
世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
白
川
郷
や
高
山
の
古
い
町
並
み
、
下
呂
温
泉
等
、
日
本

有
数
の
観
光
地
を
多
数
有
し
て
お
り
、
昔
な
が
ら
の
風
情

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

る

(図
1
)。

し
か
し
、
岐
阜
県
の
約
四
割
の
面
積
を
占
め
る
当
地
域

は
、
そ
の
約
九
五
%
が
森
林
で
あ
り
、
標
高
三
、
o
o
o

m
級
の
険
し
い
山
岳
地
帯
や
積
雪
の
多
い
気
象
条
件
等
、

こ
れ
ら
自
然
条
件
が
他
地
域
と
の
交
流
に
お
い
て
大
き
な

制
約
と
な
っ
て
き
た
。

高
速
道
路
整
備
の
遅
れ
る
状
況
下
に
お
い
て
、
飛
騨
地

域
で
は
社
会
経
済
活
動
の
低
迷
や
大
都
市
圏
へ
の
人
口
流

出
等
が
影
響
し
、
過
疎
化
の
進
行
や
高
齢
化
の
進
展
等
が

冒ロープウェイ
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図 1 飛騨地域の主要観光地
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大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

人
口
約
一
七
万
人
の
飛
騨
地
域
に
お
い
て
、
年
間
観
光

客
数
が
六
〇
0
万
人
を
超
え
る
観
光
産
業
は
、
当
地
域
の

基
幹
的
産
業
で
あ
り
、
道
路
整
備
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

大
き
い
。

三

飛
騨
地
域
に
お
け
る
高
規
格
幹
線
道
路
整

備
の
経
緯

飛
騨
地
域
の
高
規
格
幹
線
道
路
は
、
南
北
に
通
過
す
る

東
海
北
陸
自
動
車
道
と
東
西
に
通
過
す
る
中
部
縦
貫
自
動

車
道
の
二
路
線
で
構
成
し
、
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る

(図
2
)。

安
房
峠
道
路
は
、
一
般
国
道

一
五
八
号
中
部
縦
貫
道

(福
井
市
~
松
本
市
L
=

-
六
〇
皿
)
の
最
大
の
難
所
と

な
っ
て
い
る
安
房
峠

(標
高
一
、
七
九
0
m
)
を
通
過
す

る
道
路
で
あ
り
、
北
ア
ル
プ
ス
の
火
山
焼
岳
と
乗
鞍
岳
の

間
に
位
置
し
て
い
る
。火
山
特
有
な
脆
弱
な
地
質
の
た
め
、

旧
国
道
一
五
八
号
の
安
房
峠
で
は
、
降
雨
に
よ
る
交
通
規

制
が
必
要
な
区
間
で
あ
り
、
三

月
中
旬
よ
り
五
月
上
旬

ま
で
積
雪
に
よ
り
通
行
が
完
全
に
途
絶
さ
れ
た
状
態
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
三
九
年
よ
り
調
査
が
始
め
ら
れ
、

平
成
九
年
一
二
月
六
日
、
調
査
開
始
か
ら
三
三
年
、
調
査

坑
着
工
か
ら
一
八
年
か
け
て
安
房
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
て
安

房
峠
道
路
が
完
成
し
た
。

東
海
北
陸
自
動
車
道
は
、
名
神
高
速
道
路
と
北
陸
自
動

車
道
を
結
ぶ
総
延
長
一
人
五
m
の
高
速
自
動
車
国
道
で
あ
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り
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
直
結
し
、
中
部
内
陸
地
帯

客
増
加
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

は
東
海
北
陸
道
自
動
車
道
の
開
通
延
長
と
奥
美
濃
地
域
の

の
開
発
と
発
展
に
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ

図
3
は
合
掌
集
落
で

な
白
川
寸

の

↓

…

の

ス
キ
1

の
鑑

多
.

る
。

･海
ヒ
陸
自
功

首

正

れ
ま
で
に
延
長
約
一
六
〇
騒
が
開
通
し
、
白
川
郷
I
C
~

飛
騨
清
見
I
C
ま
で
の
約
二
五
踊
の
開
通
を
残
す
の
み
と

な
っ
て
い
る
。

三

飛
騰
地
域
に
お
け
る
道
路
整
備
効
果
事
例

1

観
光
客
の
増
加

高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
は
、
飛
騨
地
域
へ
の
観
光

鬘
釀

図3 白川村の観光客数の推移

一
宿

日

1

‐
□

囮

u
観
光
入
り
込
み
数
^
千
人
)

図
3
は
合
掌
集
落
で
有
名
な
白
川
村
へ
の
観
光
客
数
の

推
移
で
あ
る
。
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
区
間
が
延
伸

す
る
毎
に
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
中

で
も
、
日
帰
り
客
が
目
立
っ
て
増
加
し
て
お
り
、
高
速
自

動
車
道
相
互
の
連
携
が
強
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遠
方
か

ら
短
時
間
で
来
訪
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
同

え
る
。

ま
た
、
図
4
は
郡
上
お
ど
り
観
光
客
数
の
推
移
、
図
5
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図4 郡上おどり観光客数の推移

(資料 八幡町)

ス
キ
ー
客
の
推
移
で
あ
る
。
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
延
伸

と
と
も
に
、
観
光
客
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

一
方
、
図
6
は
、
飛
騨
地
域
の
中
心
都
市
で
あ
る
高
山

市
へ
の
観
光
入
り
込
み
客
数
の
推
移
で
あ
る
。
高
山
市
で

は
、
高
規
格
幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
年
間
二
五
二

万
人
の
観
光
入
り
込
み
客
数

(平
成
二
年
)
が
最
高
実
績

鰺猟臨饑饑峨スキー喀の推移
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東
海
北
陸
道
開
通
延
長

0

0
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.
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図 5 東海北陸道開通延長と奥美濃地域スキー客の推移

與
美
濃
地
嬢
ス
キ
ー
腐
の
推
移

文

(平
成
元
年
を
1
と
し
て
)
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図7 高規格幹線道路の開通に伴う高速バスの新設

で
あ
っ
た
が
、
平
成
九
年
の
安
房
峠
道
路
の
開
通
以
降
こ

れ
ま
で
の
実
績
を
大
幅
に
上
回
る
観
光
入
り
込
み
客
数
で

推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に
伴
う
観
光
消

費
の
拡
大
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等

に
よ
る
民
間
投
資
の
拡
大
、
そ
の
他
波
及
効
果
に
よ
り
安

房
峠
道
路
の
経
済
波
及
効
果
は
て

一
七
〇
億
円
と
推
計

さ
れ
て
い
る
。

2

高
速
バ
ス
の
新
設

高
規
格
幹
線
道
路
の
開
通
に
伴
う
高
速
バ
ス
の
開
設
に

よ
っ
て
、
飛
騨
地
域
へ
の
移
動
手
段
の
選
択
肢
拡
大
や
運

賃
の
低
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
図
7
は
、
平
成
九
年
の
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安
房
峠
道
路
の
開
通
以
降
に
新
設
し
た
高
速
バ
ス
ル
ー
ト

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
国
道
一
五
人
号
の
最
大
の
難
所
と
い
わ
れ
て

い
た
安
房
峠

(標
高
一
、
七
九
0
m
)
で
は
、
安
房
ト
ン

ネ
ル
の
開
通
に
よ
っ
て
通
年
通
行
が
実
現
す
る
と
と
も

に
、
新
宿
か
ら
の
直
行
バ
ス
が
新
た
に
開
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
向
上
に
伴
っ
て
中
京
圏
や
関
西
圏
か
ら
の
新
た
な

高
速
バ
ス
ル
ー
ト
が
開
設
さ
れ
、
移
動
手
段
と
し
て
の
選

択
肢
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
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図 8 高速バス利用状況の推移

÷““-新宿線 -≠を-大阪線 一◇-名古屋線

運
賃
(
円
〕

㈱

…

…

…

…

⑨

…

…

。

一
方
、
高
速
バ
ス
は
鉄
道
に
比
べ
て
所
要
時
間
は
若
干

長
く
な
る
も
の
の
運
賃
が
安
く
、
利
用
者
も
開
通
以
降
、

増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る

(図
8
･
9
)。

3

救
急
医
療
へ
の
貢
献

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
に
伴
う
効
果
は
、
道
路
利

用
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
医
療
活
動
等
に
も
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

図
m
は
高
山
赤
十
字
病
院

(第
三
次
救
急
医
療
施
設
)

と
岐
阜
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
間
の
所
要
時
間
の
推
移

160 200
所要時間(分)

図 9 運賃及び所要時間の比較

250 350

6　
00

考

3

鑓

で
あ
る
。

東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
前
は
、
国
道
四
一
号
の
利

用
に
よ
り
約
三
時
間
を
要
し
て
い
た
が
、
開
通
に
伴
っ
て

現
在
で
は
所
要
時
間
が
約
一
時
間
四
五
分
へ
と
約
一
時
間

一
五
分
も
短
縮
し
、
血
液
の
安
定
供
給
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

一
方
、
白
川
郷
で
は
、
市
立
砺
波
病
院
ま
で
約
一
時
間

三
〇
分
を
要
し
て
い
た
が
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通

に
よ
っ
て
約
四
〇
分
へ
と
所
要
時
間
が
半
減
し
て
お
り
、

県
境
を
越
え
た
救
急
医
療
活
動
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る

(図
=
)。

,

高
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四

お
わ
り
に

高
速
自
動
車
道
路
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
飛
騨
地

域
で
の
効
果
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
が
、
現
時
点
で

は
部
分
開
通
に
よ
る
効
果
で
あ
り
、
高
速
自
動
車
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
段
階
で
は
、
今
以
上
に
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

今
後
、
飛
騨
地
域
の
文
化

･
観
光
資
源
を
活
か
し
た
地

域
振
興
や
産
業
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
を
は
じ
め
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
早
期
完
成
に
向
け
て
、整
備
を
推
進
し
て
参
り
た
い
。

1営々 テセ 2004匁 2 7

分
心
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図= 白川郷~ 砺波病院間の所要時間
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鰄
鬮
遭
盡
董
化
罨
騨
七
鹿
篝
纒
側

(榊
心
蒲
面
行
き
)
⑭
囃
鰤
鰤
冥
に
つ
い
て

｢

/

特
葉
/
道
路
整
備
期
黒

隣
国
同
国
国
同
国
樹
鴎
国
対
日
磨
い
事だ
がー屋
事
ト趣
隣
廳
匡

関
東
地
方
整
備
局
首
都
国
道
事
務
所

一

は
じ
め
に

東
京
湾
岸
道
路

(図
1
)
は
、
東
京
湾
周
辺
の
富
津
、

木
更
津
、
千
葉
、
東
京
、
川
崎
、
横
浜
、
横
須
賀
等
の
諸

都
市
を
連
絡
す
る
延
長
約

一
六
〇
皿
の
幹
線
道
路
で
あ

り
、
内
陸
部
の
交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
と
共
に
、
湾
岸

に
立
地
す
る
諸
都
市
、
諸
施
設
の
機
能
の
効
率
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
道
路
で
す
。
総
幅
員
は
二
二
~
-

0
o
m
で
、
中
長
距
離
の
交
通
を
処
理
す
る
た
め
に
自
動

車
専
用
道
路
(1
種
及
び
2
種
道
路
)
が
四
~
六
車
線
、
地

域
間
交
通
を
対
象
と
し
た
一
般
道
路

(3
種
道
路
)
及
び

地
先
交
通
を
対
象
と
し
た
一
般
道
路

(4
種
道
路
)
を
四

~
六
車
線
配
し
た
複
断
面
構
造
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

一
般
道
路
は
、
一
般
国
道
三
五
七
号
、
一
四
号
、
一
六

号
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
一
般
国
道
三
五
七
号

/･し＼

そ
ごゞ

　
　
　　

薹



は
、
千
葉
県
千
葉
市
~
神
奈
川
県
横
須
賀
市
ま
で
の
延
長

約
七
九
･
五
如
で
す
。

当
事
務
所
で
は
東
京
都
江
東
区
新
木
場
か
ら
千
葉
県
市

川
市
二
俣
区
間
の
一
四
･
一
蹴
を
担
当
し
、
昭
和
四
五
年

度
に
一
般
道
路
整
備
に
着
手
、
昭
和
五
三
年
一
月
に
浦
安

市
弁
天
~
市
川
市
二
俣
間
を
暫
定
供
用
し
ま
し
た
。
以
後

も
精
力
的
に
整
備
を
続
け
、
平
成
八
年
七
月
に
荒
川
河
口

橋
を
整
備
し
、
担
当
区
間
の
一
般
道
路
部
を
全
線
開
通
し

ま
し
た
。

現
在
は
担
当
区
間
の
慢
性
的
な
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め

に
、
主
な
交
差
点
に
お
い
て
三
種
道
路
部
分
の
立
体
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

4
回
遼
が

卜

ぼ

り

,“
"

-
鯖

魚
競
“
“

を

ノ 執
搦迩
拠
緘

西詠
攝

薦

、

靜

拭
i

ゞ

~

〆

“

川

群
L薹
搦
礎
;

こ
の
う
ち
、
都
内
区
間
で
あ
る
環
七
立
体
海
側

(都
心

方
面
行
き
)
(図
2
)
が
平
成
一
五
年

三

月
三

日
に

開
通
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
開
通
後

(平
成
一
五
年
三

月
一
八
日
測
定
)
の
整
備
効
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

環
七
立
体
海
側
の
概
要

(表
こ

一
般
国
道
三
五
七
号

(東
京
湾
岸
道
路
)
と
環
状
七
号

線

(環
七
通
り
)
が
平
面
交
差
す
る
葛
西
臨
海
公
園
前
交

差
点

(環
七
交
差
点
)
は
、
周
辺
に
大
規
模
レ
ジ
ャ
ー
施

設

(東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
･
葛
西
臨
海
公
園
)
や

流
通
業
務
施
設
等
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
慢

性
的
な
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

　　図

　′′　
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,
浦
安
方
面
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こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
当
交
差
点
の
立
体
化
の
整
備
を

進
め
、
山
側

(千
葉
方
面
行
き
)
立
体
に
つ
い
て
は
平
成

三
一年
三
月
に
開
通
し
、
千
葉
方
面
行
き
の
渋
滞
が
緩
和

さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
海
側

(都
心
方
面
行
き
)
立
体

の
整
備
を
進
め
、
平
成
一
五
年
三

月
三

日
に
開
通
し

ま
し
た
。

こ
れ
と
同
時
に
、
首
都
高
速
道
路
公
団
が
整
備
を
行
っ

て
い
る
高
速
湾
岸
線

(都
心
方
面
行
き
)
葛
西
出
入
口
の

改
修
整
備
も
進
め
、
葛
西
入
口
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
の

平
面
接
続
に
加
え
、
葛
西
臨
海
公
園
前
交
差
点
を
経
由
せ

A　　
　写真 1 (図 5の写真A )
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ず
に
、
立
体
部
か
ら
直
接
接
続
さ
れ
ま
し
た
(図
3
~
5

写
真
1
･
2
)。

三

整
備
効
果

環
七
立
体
海
側
の
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
を
把
握
す
る

た
め
、
開
通
後
の
国
道
三
五
七
号
及
び
環
七
通
り
の
交
通

実
態
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　 　
60 kmP 三 ,

20km 40km 60km

　　 　　
　　
　　搦鬘 2分 i

5分 lo分 15分 20分 -

　

　

　

前

後

o

後

部

0

遼

遠

遠

遍

8

開
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園

1

葛
西
臨
海
公
園
前
交
差
点
の
通
過
時
間
が
、
国
道
三

五
七
号
で
約

一
人
分
か
ら
0
分
へ
、
環
七
通
り
で
約
三

二
分
か
ら
二
分
へ
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

葛
西
臨
海
公
園
前
交
差
点

(環
七
交
差
点
)
で
は
、
国

道
三
五
七
号
の
都
心
方
面
に
向
か
う
交
通
が
交
差
点
を
先

頭
に
、
約
一
、
五
〇
0
m
の
渋
滞
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で

平
面
交
差
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
通
過
に
約
一
八
分

か
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
立
体
交
差
と
な
り
渋
滞
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

同
様
に
、
環
七
通
り
か
ら
国
道
三
五
七
号
の
都
心
方
面
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平日朝 (A M 7:00~ A M 9:00) の混雑時の測定
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へ
通
過
す
る
に
は
、
約
九
〇
0
m
の
渋
滞
が
約
一
〇
0
m

へ
と
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
そ
の
通
過
時
間
が
約
三
二
分
か

ら
約
二
分
へ
と
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
し
た

(図
6
)。

2

国
道
三
五
七
号
舞
浜
交
差
点
か
ら
葛
西
臨
海
公
園
前

交
差
点
の
所
要
時
間
が
約
一
三
分
ほ
ど
短
縮
さ
れ
、
大

幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た

開
通
前
、
国
道
三
五
七
号
舞
浜
交
差
点
か
ら
葛
西
臨
海

公
園
前
交
差
点
間
の
ピ
ー
ク
時

(七
時
台
)
平
均
走
行
速

度
が
約
6
如
/
h
だ
っ
た
の
が
開
通
後
、
約
の
畑
/
h
程

度
ま
で
向
上
し
ま
し
た
。

所
要
時
間
は
約
一
五
分
か
ら
約
二
分
と
、
約
一
三
分
の

短
縮
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
7

･
8
)。

3

年
間
約
三
人
億
円
の
走
行
時
間
短
縮
の
便
益

環
七
立
体
海
側

(都
心
方
面
行
き
)
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
交
差
点
の
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に

通
過
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
効
果
を

金
額
に
換
算
す
る
と
、
国
道
三
五
七
号
で
は
年
間
約
七
･

七
億
円
の
効
果
が
あ
り
、
環
七
通
り
で
年
間
約
三
0
･
二

億
円
の
効
果
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
年
間
約
三
人
億
円
の
走

行
時
間
短
縮
(表
2
)
の
便
益
が
見
込
ま
れ
ま
す
(図
9
)。

4

高
速
湾
岸
線

(都
心
方
面
行
き
)
葛
西
入
口
へ
の
利

便
性
向
上

千
葉
方
面
よ
り
、
葛
西
入
口
を
利
用
し
て
都
心
方
面
へ

向
か
う
場
合
、
葛
西
臨
海
公
園
前
交
差
点
を
経
由
す
る
こ

と
な
く
、
立
体
部
よ
り
高
速
湾
岸
線
に
直
接
入
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

※走行時間短縮便益の算出方法

ピーク時 (7 ~ 9時)の短縮時間を算出すると、国道 357号で約 8分、環七通りで約 26

分となり、加重平均をすると 1日約 17分となります。
葛西臨海公園前交差点に流入する交通量は、ピーク時 (7 ~ 9 時) に国道 357 号で約

3,l00台、 環七通りで約 2,900 台、 合計 6,000台となります。

年間走行時間短縮費用は、ピーク時だけで

17分 / 60分×6,000台×4,200 / 時 ･台×365日= 約 26億円

他の時間帯こおいても同様な計算をすると約12億円となり、悔頭扼樹砿圃となりますo
*上記算出方法は、 環七立体 (海側) 整備効果の場合です。
★時間価値とは、車種別交通量による時間価値 (人件費と車両経費等) を加重平均した

、
な
さ
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5

沿
道
環
境
が
改
善

環
七
立
体

(海
側
)
の
開
通
に
よ
り
、
葛
西
臨
海
公
園

04

前
交
差
点
付
近
の
渋
滞
が
改
善
さ
れ
、
走
行
速
度
の
向
上

2セ

に
よ
り
年
間
の
排
出
量
が
窒
素
酸
化
物

(噂

約
一
o
t
･

節

浮
遊
粒
子
状
物
質

(毬

約
二
t
と
そ
れ
ぞ
れ
削
減
さ
れ

る
見
込
み
で
す

(図
中
、
表
3
)。
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200脚0
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SPM排出量(t/年)

四

利
用
者
か
ら
の
声

o

環
七
立
体
開
通
後
に
お
い
て
、
日
頃
ご
利
用
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
開
通
前
と
開
通
後
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た

･倦

の
か
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
方
々
か
ら
は
、
開
通
前
は
時
間
の

‘也

予
測
が
つ
か
な
か
っ
た
が
、
開
通
し
て
か
ら
は
そ
の
心
配

-
、

一

が
な
く
な
っ
た
。

…
.
5
一

ま
た
、
交
差
点
ま
で
の
所
要
時
間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
環
七
通
り
方
面
、
葛
西
入
口
へ
の
利
用

n
Y

表3 江戸川区内自動車排出量
(東京都環境局推計値 (平成12年度データ))

曰 環七立体開通後のの

…

-

-

)
…後

…

　
　　
　ばH 15.10.23、開通後はH 15.= ,旧測定デー外こより算出

彬難
　
　　　

20 ,000 本に相当しますo

-
0

-
1

-

年

量

し

出

の

排

あ　
　
　

一

-

-=“

-

通

-
X

M

一

一
閲

難
-

　

　
年　　9 0約

-

-

が
楽
に
な
っ
た
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

バ
ス
運
転
手
の
方
か
ら
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
か
ら

羽
田
空
港
へ
の
利
用
が
葛
西
入
口
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
け

る
よ
う
に
な
り
便
利
に
な
っ
た
な
ど
、
時
間
の
短
縮
に
よ

る
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
の
感
想
が
大
半
を
占
め
ま
し

た
。五

お
わ
り
に

今
後
さ
ら
に
、
周
辺
道
路
の
交
通
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
及
び
安
全
面
で
の
交
通
事
故
の
調
査
に
つ
い
て
も
整
備

効
果
の
追
加
項
目
と
し
て
、
調
査
を
行
っ
て
い
く
予
定
で

す
。湾

岸
部
で
は
、
こ
の
環
七
立
体
の
供
用
に
続
き
、
一
般

国
道
三
五
七
号
の
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
市
川
市
の

高
浜
及
び
千
鳥
町
立
体
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
さ
ら
な

る
成
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
渋
滞
の
緩
和
や
物
流
の
効
率
化
を
図
り
、

地
域
の
発
展
や
沿
道
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
施
策
を
重

点
的
に
進
め
て
い
く
な
か
で
、
｢成
果
｣
を
き
ち
ん
と
評

価
･
把
握
し
、
そ
の
結
果
を
こ
れ
か
ら
の
道
路
事
業
に
反

映
し
て
い
く
こ
と
が
、
ま
す
ま
す
重
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

1盾斧千セ 2004 5 2 7

大型車が 20km / hで走行時ので イ乳kの

日排出量に相当します。約 280 台 /
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鱸醸
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黛鷲
鷲紗溌
蚤
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鹸
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一
兆
回
⑭
遭
難
搬
資
が
も
た
ら
す
鬮
轢
糊
稟
●

計
測
⑭
縄
無
に
つ
い
て

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一

は
じ
め
に

現
在
、
社
会
資
本
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
低
コ
ス
ト

で
質
の
高
い
事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

昨
年
一
〇
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
社
会
資
本
整
備
重
点

計
画
に
お
い
て
も
、
一
層
重
点
的
、
効
果
的
、
か
つ
、
効

率
的
な
推
進
や
、
事
業
間
の
連
携
を
一
層
深
め
る
こ
と
が

掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
事
業
の
も
た

ら
す
効
果
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

道
路
整
備
は
、
経
済
の
活
性
化
の
み
な
ら
ず
、
生
活
の

質
の
向
上
、
安
全
の
確
保
、
環
境
の
保
全
等
幅
広
い
効

果
･
目
的
を
有
し
て
お
り
、
経
済
効
果
に
係
る
フ
ロ
ー
は

図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

以
下
に
お
い
て
は
、
経
済
効
果
の
う
ち
マ
ク
ロ
経
済
的

な
効
果

(間
接
効
果
)
に
つ
い
て
、
一
兆
円
の
道
路
投
資

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
の
規
模
を
計
量
経
済
モ
デ

ル
を
用
い
て
測
定
し
た
結
果
を
概
説
す
る
。

な
お
、
測
定
に
使
用
し
た
モ
デ
ル
は
、
財
団
法
人
計
量

計
画
研
究
所
の
支
援
及
び
協
力
を
得
る
と
と
も
に
、
佐
々

木
公
明
東
北
大
学
教
授
及
び
杉
山
雅
洋
早
稲
田
大
学
教
授

に
指
導
を
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。

ニ

マ
ク
ロ
経
済
効
果
の
性
質

マ
ク
ロ
経
済
効
果
と
は
、
道
路
利
用
者
の
み
で
な
く
、

広
く
社
会
一
般
に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
で
あ
り
、
具
体
的

に
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

道
路
整
備
に
よ
り
交
通
近
接
性

(交
通
の
利
用
し
や
す

さ
)
が
向
上
し
、
以
前
と
同
様
の
資
本
量
、
労
働
量
で
、

よ
り
多
く
の
生
産
が
可
能
に
な
り

(生
産
性
の
向
上
)
、

土
地
の
資
産
価
値
が
向
上
す
る
こ
と
で
店
舗
の
立
地
等
が

増
加
し

(民
間
設
備
投
資
の
増
加
)、
ま
た
、
自
動
車
で

行
動
可
能
な
範
囲
の
増
加
に
よ
り
、
観
光
･
レ
ジ
ャ
ー
関

連
等
の
民
間
消
費
支
出
が
増
加
す
る
。

ま
た
、
マ
ク
ロ
経
済
効
果
に
は
、
い
わ
ゆ
る
乗
数
効
果

も
含
ん
で
い
る
。

三

モ
デ
ル
の
概
要

1

計
量
経
済
モ
デ
ル
に
つ
い
て

今
回
の
計
測
に
使
用
し
た
モ
デ
ル
は
、
複
数
の
経
済
変

鵤

数
間
の
関
係
を
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
て
数
式
化
し
た
も
の

2

で
あ
り
、
以
下
の
手
順
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
式
を
構
築
し
、

律一丁

効
果
を
推
計
し
て
い
る

(図
2
)。

道

①
各
変
数
間
の
関
係
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
る
。

28



仮説(例) :道路整備延長が延びると、観光関連消費が
増加する。

過去の統計データを十分再現できる
かを検証

過去の統計データを分析

。春
風趣

◆ゞゞ
“

↑
観
光
関
連
消
費 増

熱風
齦範

道路整備延長→
×

図 2 計量経済モデル作成のイメージ

関係式を推計
検証された仮説く関係式)でモデルを
構築

得られた数式(モデル)から将来値を
推計

道路利用者から見た経済効果

道路の新設 ･施設の高度化

---･･--‘‐.--･･‘'‐‐"‐℃‘‐----‘-'----･･･----r‐'"‘‘,･････■‐‘--‐■----,-!-‐-‐-‘‐･･-‐‘‐.--.‘‐‐-

交通量の転換 (一般道つ高速道等)

利用者便益‘窟媛鰯架;

図 1 道路整備の経済効果発生フロー

波及劾粟‘間接効果;

民間設備
投資の
増加

観光 ･し
ジャー関連
等の消費の

増加

公共投資
の増加に
よる需要
創出
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‐ マクロ的観点から兇た経済効果



②
過
去
の
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
、
変
数
間
の
関
係
を
数

式
化
す
る
。

③
得
ら
れ
た
数
式
が
過
去
の
統
計
デ
ー
タ
を
十
分
に
再

現
で
き
る
か
検
証
す
る
。

④
得
ら
れ
た
数
式
か
ら
G
D
P
や
税
収
の
将
来
値
を
推

計
す
る
。

道
路
投
資
等
の
社
会
資
本
整
備
に
よ
る
経
済
効
果
の
算

定
の
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
手
法
の
ほ
か
、
ヘ
ド
ニ
ッ
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
、
C
V
M
等
が
あ
る
も
の
の
、
ヘ
ド
ニ
ッ
ク

ア
プ
ロ
ー
チ
や
C
V
M
は
、
日
本
全
体
の
平
均
的
な
マ
ク

ロ
経
済
効
果
を
需
要
･
供
給
の
両
面
か
ら
推
計
す
る
と
い

っ
た
目
的
に
は
応
え
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
の
モ
デ
ル
と
し
て
は
採
用
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

2

モ
デ
ル
の
概
要

今
回
の
モ
デ
ル
は
、
二
を
踏
ま
え
、
道
路
整
備
を
交
通

近
接
性
の
向
上
に
よ
っ
て
表
現
し
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
経

済
効
果
を
計
測
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

産
業
構
造
の
多
様
化
及
び
消
費
の
多
様
化
を
考
慮
す
る
た

め
、
潜
在
生
産
力
、
労
働
、
資
本
及
び
民
間
設
備
投
資
は

産
業
別
に
、消
費
は
財
･
サ
ー
ビ
ス
別
に
表
さ
れ
て
お
り
、

加
え
て
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
失
業
の
影
響
を
考

慮
す
る
た
め
、
労
働
市
場
を
需
要
、
供
給
の
両
面
か
ら
捉

え
、
マ
ッ
チ
ン
グ
関
数
に
よ
っ
て
新
規
雇
用
者
数
が
決
定

さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
の
特
徴
を
踏
ま
え
、
今
回
の
モ
デ
ル

お　
　

lしデ
ー

モ
ロ

済
フ

経
の

量
果

計
効　　

　
　

ける

民間消費支出の増加

家計所得の増加

交通近接性の向上

土地資産価値の上昇

民間投資の増加

資本ストックの増加

道路整備･道路投資

図 3 効果波及のフロー

就業者数の増加

労働投入量の増加

潜在生産力の増加

公共投資支出の増加

国内総需要の増加

国内総生産(G D P )
の増加 、



表 1 効果計測項目について

道路整備及び
道路投資の効果

計測項目 非計測項目

ストック効果

波
及
効
果
(間
接
効
果
)

消

民
覊
竪
鯲

等

昇

の

大

ー廳
批隣
臟

拡
キ

鰤繃
玖

力
狄勒
鬱
麟
粉

独
剱鯲
鑓艘
鰕

犬
善

増
改

等

の

の

会

境
-

畿
崇

勁

酌
謝

潴

進
戦
費

彰

促
と
ど
く
醐

尊
の
な
な
鬱
鼬

誘
用
大
化
轄
流

の
利
拡
城
着
交

発
地

の
広

定

の

開
土
圏
の

の

間

城

道

勒

療

ロ
域

地

沿

通

医

人

地

“

◆

◆

"

◆

◆

等烙

鰔

◎

鬱

繊

鶴
阯
蹴
燐

共

の

の
な

鰭
関

◆

◆

◆

◆

フロー効果 果
出蹴

榊
駒
楜

需

抹勘
鋤

繊
繖

◆

◆

は
、

E
M
E
R
L
I
S

(
田
8
8
自
国

g
o
o
匹

け
[

曰
く
斜
--□
~開一口
0
ロ
0
怖
力
,0
斜
Q
]]""く
の
のロ
5
0ロ
[
-0
0
ロ
の勲Q
の
一口
口
約
“戸起
す
o
H
Pハーロ
Q

百
合
の甘
巴
控
日
6日
冠
)
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

E
M
E
R
L
I
S
で
は
、
道
路
投
資
及
び
道
路
整
備
に

よ
る
効
果
を
、
道
路
供
用
開
始
後
に
道
路
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
る
ス
ト
ッ
ク
効
果

(道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
の
整
備
に
よ
り
、
道
路
輸
送
費
が
低
下
し
、
以
前
と

同
量
の
資
本
と
労
働
を
投
入
す
る
と
、
よ
り
大
き
な
付
加

価
値
が
産
み
出
さ
れ
、
生
産
が
拡
大
す
る
結
果
、
所
得
が

増
加
す
る
。)、
道
路
の
建
設
期
間
中
に
生
じ
る
フ
ロ
ー
効

果

(道
路
整
備
に
よ
る
公
共
投
資
が
最
終
需
要
の
一
項
目

と
な
っ
て
経
済
循
環
に
乗
数
効
果
的
影
響
を
与
え
る
。)

の
両
面
か
ら
捉
え
る

(図
3
参
照
)。

な
お
、
今
回
、
効
果
を
計
測
し
た
項
目
に
つ
い
て
は
、

表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

四

推
計
結
果

こ
の
モ
デ
ル
に
、
一
兆
円
当
た
り
の
道
路
延
長
、
及
び

平
均
的
な
用
地
費
の
割
合
を
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
一
年
目
に

一
兆
円
の
道
路
投
資
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
一
〇

年
間
に
得
ら
れ
る
効
果
の
大
き
さ
を
算
出
す
る
。

推
計
結
果
の
概
要
は
図
4
の
と
お
り
で
あ
る
。

五

終
わ
り
に

一
兆
円
の
道
路
投
資
に
よ
る
効
果
に
関
す
る
試
算
結
果

に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
な
お
取
り
上
げ
き
れ
て
い
な
い

効
果
、分
析
が
必
要
な
課
題
は
な
お
多
く
存
在
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
効
果
の
計
測
に
当
た
っ
て
は
、
経
済

学
の
発
展
に
対
し
て
も
敏
感
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

今
後
も
、
モ
デ
ル
の
一
層
の
精
緻
化
に
務
め
、
正
確
な

効
果
計
測
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。



l 譫兆円の道路投資の経済効果 -
回 1兆円の道路整備は、 道路供用開始後10年間の合計で、

G D Pを讓凰鬱-購蝋、 巍塵室翹範-亀700鱸鬮割増大させる。

虻遭騰搬資による鰹酒繊檗羽

道路投資
1兆円

公共投資の増加
約7,400億円

(用地補填費を除く)

道路整備延長の増加
高速道路 約25km

一般道路 約95km
=道路輸送費用の低･

用地補髓費による補償
約2,600億円

需要創出効果
(乗数効果)

需要の増加

民間企業設備
投資の増加

民間設備投資･
住宅投資等の増加

国内総支出の拡大
G D P の拡大

フロー効果
ストック効果
小計

用地補償費
による効果

約1.1兆円
約1.1兆円
約2.2兆円
(10年間合計)

鮑0.2兆円

【試算条件】

1) 道路投資が行われた年から道路の供用開始後10年目までの効果を計測

の 原則として、 1980年から2000年までのデータを用いて推定

3)投資額には、用地補償費を含んでいる。用地補償費はH 8 ~ 12年度における
事業費に占める用地補償費の平均比率から算出

街 道路整備額に対する道路整備延長の増加は、H1o･田4年度の実績値又は実績
見込の数値と同様と仮定

翁 用地補償費を除く道路投資は、地域 ･工種 ･道路種別等すべて平均的な割合
で投資されるものと仮定

6)用地補饑費の効果は、補償金の使途に関する建設省調査を基に試算

国内総支出の拡大
約2 100億円

/税収の増加 ＼
所得税･法人税･消費税等の国税 約3,200億円
住民税 ･固定費麓親等の地方税 麹1,500億円

小計 約亀700億円
(10年間合計)

＼ にのほか用地補償費による効果で約370億円の増収)!

約2.4兆円
(±国民所得の向上)

合 計

図4 1兆円の道路投資に伴う効果の測定結果
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離
此
イ
ベ
ン
ト
に
鞄
捗
る
癰
離
茜
卿
の

鼾
事
例
等
に
つ
い
て
斧
の
こ

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

は
じ
め
に

近
年
、
地
域
の
活
性
化
、
都
市
に
お
け
る
賑
わ
い
の
創

出
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
や
商
店
街
な
ど
が

協
力
し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
と
い
う
取
組
み
が
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
道
路
も
こ

う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
活
用
の
場
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
伴
っ
て
道
路
上
に
物
件
な
ど
を

設
け
る
場
合
に
は
、
道
路
の
区
分
に
応
じ
て
、
道
路
管
理

者
へ
の
申
請
に
よ
り
、
道
路
法
第
三
十
二
条
に
基
づ
く

｢占
用
許
可
｣
を
取
得
す
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
道
路
上
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
関
し
、
構
造

改
革
特
別
区
域
法
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
の

提
案
に
お
い
て
、
道
路
占
用
許
可
の
円
滑
化
な
ど
に
関
す

る
要
望
が
国
土
交
通
省
に
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平

に
掲
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

成
一
五
年
七
月
に
は
、
｢構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
｣
(平
成
一
五
年
七
月
四
日
閣
議

決
定
)
の
別
表
2
に
お
い
て
、
｢民
意
の
創
意
工
夫
を
活

か
し
た
道
路
空
間
の
有
効
活
用
に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
伴
う
道
路
占
用
の
円

滑
化
に
資
す
る
よ
う
、
各
地
の
路
上
イ
ベ
ン
ト
事
例
に
関

す
る
全
国
調
査
を
進
め
る
と
と
も
に
、
当
該
事
例
に
つ
い

て
周
知
す
る
｣
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
全
国
に
お
け
る

路
上
イ
ベ
ン
ト
の
調
査
な
ど
を
通
じ
、
道
路
占
用
許
可
の

円
滑
な
取
得
に
当
た
っ
て
参
考
と
な
る
よ
う
な
、
様
々
な

工
夫
内
容
や
好
事
例
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
、

平
成
エ
ハ年
三
月
三
一
日
に
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(け
コ
マ
"
"
"
"
目
三
面
o
｣
気
8
慕
熟
め呉
□
＼お
口"
＼お
b
て
o
宮
B
ご

本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
解
説
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

一

調
査
概
要

1

調
査
対
象
機
関

道
路
占
用
許
可
を
担
当
し
て
い
る
行
政
機
関

(道
路
管

理
者
)
と
し
て
、
次
の
機
関
を
対
象
に
調
査
を
行
っ
た
。

･
各
地
方
整
備
局
等

(道
路
部
)

･
全
国
の
各
都
道
府
県

(道
路
担
当
部
局
)

･
全
国
の
各
市
町
村

(道
路
担
当
部
局
)

2

調
査
対
象
事
項

平
成
一
四
年
度
内
に
、
各
調
査
対
象
機
関
が
管
理
す
る

道
路
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
路
上
イ
ベ
ン
ト
で
、
道
路
占



用
許
可
の
あ
る
も
の
の
う
ち
、
そ
の
機
関
が
把
握
す
る
特

徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
対
象
に
、

･
実
施
主
体

･
開
催
期
間

･
占
用
許
可
を
し
た
物
件

･
占
用
許
可
条
件

･
交
通
規
制
の
有
無

･
関
係
機
関
と
の
調
整

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

3

回
答
件
数

約
五
七
〇
件

二

全
国
調
査
結
果
に
み
ら
れ
る
様
々
な
工
夫

1

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
主
体
に
つ
い
て

道
路
占
用
に
よ
る
道
路
の
活
用
に
当
た
っ
て
は
、
道
路

が
国
民
の
負
担

(税
金
)
に
よ
り
建
設
･
維
持
管
理
さ
れ

る
公
共
用
物
で
あ
る
こ
と
や
、
道
路
上
へ
の
物
件
の
設
置

は
、
特
定
人
に
よ
る
排
他
的
な
使
用
と
な
る
要
素
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
そ
の
活
用
に
公
共
的
な
要
素
が

あ
る
こ
と
が
よ
り
望
ま
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
公
共

性
を
示
す
も
の
に
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
が
、
例
え
ば
、
地
域
に
お
け
る
合
意
が
あ
る
こ
と
や
、

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
で
あ
る
こ
と
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
主
体
や
そ
の
構
成
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
公
共
性
が
高
め
ら
れ
る
面
が
あ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
国
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
道
路
上
に
お
け
る
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
主
体
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
ほ
か
、
商

工
会
議
所
、
商
工
会
、
観
光
協
会
、
商
店
街
振
興
組
合
な

ど
、
地
域
住
民
の
意
思
を
反
映
し
う
る
と
思
わ
れ
る
様
々

な
地
域
団
体
が
み
ら
れ
る
。

【実
施
主
体
に
次
の
団
体
が
含
ま
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
割

合
】

･
地
方
公
共
団
体
!
''!
!
'≧
八
%

･
商
工
会
議
所
･
商
工
会
･･ム
ニ
ニ
%

観
光
協
会
!
!
!
!
!
!
!
!
一
九
%

･
地
元
商
店
街

(商
店
街
振
興
組
合
等
)
ー
一
七
%

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
が
後
援
、
協
賛
等
を
行
っ
て
支

援
し
て
い
る
も
の
も
、
全
体
の
四
九
%
と
多
数
に
上
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
こ
う
し

た
団
体
を
含
め
た
様
々
な
地
域
主
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

る

｢実
行
委
員
会
｣
、
｢協
議
会
｣
な
ど
が
結
成
さ
れ
、
幅

広
く
地
域
の
住
民
･
団
体
な
ど
の
参
画
を
得
て
い
る
も
の

が
、
全
体
の
五
人
%
と
多
数
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

○
公
的
な
性
格
の
あ
る
団
体
が
主
催
者
と
な
る
。

○
主
催
者
が
、
地
方
公
共
団
体
の
協
賛

･
後
援
な
ど
を

受
け
る
。

○
地
域
の
様
々
な
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
実
行
委
員

会
、
協
議
会
な
ど
を
組
織
す
る
。

と
い
っ
た
工
夫
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
主
体
の
観
点

か
ら
、
公
共
性
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

実
行
委
員
会
、
協
議
会
な
ど
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
も

の
に
は
、
企
業
が
中
心
的
な
役
割
を
持
っ
て
加
わ
っ
て
い

る
例
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(表
1
)。

こ
の
ほ
か
、
特
定
非
営
利
法
人

(N
P
O
)
が
主
催
者

と
な
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
も
、
各
地
で
み
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
非
営
利
を
基
本
と
す
る
同
法
人
の
性
格
も
考
慮

す
る
と
、
道
路
管
理
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
様
々
な
地
域

活
動
を
進
め
て
い
く
主
体
と
し
て
の
役
割
が
、
今
後
期
待

1 企業が実行委員会などに加わっているイベントの例

イベント名 場所 備考
-

る
て
京

…

る
て
京

…

な
れ
束

-

ら
さ
に

一

か
成
援

会
結
後
o

町
が

･
ど

と
会
賛
な

}

社
員
協
区

…

会
委

o奥

-

式
行
る
中

-

株
実
い
都

-

都
区

京
央

東
中

ス
ラ

ェ
オ

　
　

一
ン

企

レ
ベ

‐

ワ
イ

k
イ

-

ラ
ル
健

一

‐

フ
バ
加

表
船

海
ィ
タ

晴
テ
ー
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N P O法人が主催者に加わっているイベントの例

ベント名 場所 備考

きもの市 北海道 N P O 法人が江別市、 江別中
江別市 心街協議会と共同で開催。

N P O 法人が北部広域市町村
圏事務組合、 (財)日本サイク
リング協会、 (財)日本自転車
競技連盟と共同で開催。 沖縄

…

-

-

-

′

…

-

{

…中

-

…
村
ク
車
縄

“
江
催

…

儀
一禰
朔籔
避

件
…
姥
言群
…

…

-
市
で

一
で

広
日
日
間

　　
　　
　
　
　

　
　
　
　

　

　　
　
　
　

　　　
　

　

　　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　　
　
　
　
　
　　　　

-

-
N
心

一

N

-
N
圏
り
競
県

わ

-

寸

-

　
　
　
　
　
　

　
　
　　
　　

　　
　
　
　
　

2

票

つ

行

悔

し

表
ニ

ベ

導

婦
-

し

え

第

-

-

さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(表
2
)。

｢地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
｣
と
い

っ
た
性
格
を
、
主
催
者
の
構
成
の
面
か
ら
打
ち
出
す
こ
と

が
、
工
夫
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
と
言

え
る
。

2

開
催
期
間

一
般
的
に
、
平
日
と
比
べ
て
週
末
の
土
曜
･
日
曜
は
、

学
校
や
仕
事
が
休
日
と
な
る
こ
と
に
よ
る
人
通
り
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
、
イ
ベ
ン
ト

レ
レ

-

　　
　

　
　　　
　

　　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　　　
　　
　

　
　　
　　
　
　　
　
　

　
　　
　　
　
　　
　

　

　

　

　
　
　　　
　　　
　

董
　
　

　

の
実
施
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
な
ど
の
効
果
が
高
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
国
調
査
の
結
果
を
み
る
と
、
開
催
期
間
が
一
日
間
の

イ
ベ
ン
ト
が
四
三
%
、
二
日
間
の
イ
ベ
ン
ト
が
二
六
%
で

あ
り
、
約
七
割
の
路
上
イ
ベ
ン
ト
が
、
週
末
を
中
心
と
し

た
一
~
二
日
間
の
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
週
末
を
中
心
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
、
中
長
期
的

　
　
　
　　　　　　
　

　　
　

ん
･‘%¥

　
　　　　　　

に
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
反
復

･
継
続
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
市
民
に
定
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も

の
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(表
3
)
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
伴
っ
て
物
件
が
設
置
さ
れ
た
道
路

上
の
場
所
は
、
一
般
的
に
は
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間

中
に
は
通
行
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
の
通
行
上
の
支
障
が

生
じ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
道
路
上
の
街 写真 1 たがおか朝市 (富山県高岡市)
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イルミネーションの長期間にわたる設置の例

8l日間 電飾、案内看板等

　

　
　
　
　

　　　
　　
　

　
　
　

　　

　　　　　
　　

　
　
　
　
　　
　
　　　
　　
　

電　
　　　
　　

さ
ネ

路
樹
等
に
お
け
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
は
、

に
定
着
し
て
き
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
従
前
の
実
施
内
容

こ
れ
に
よ
り
道
路
の
通
行
に
直
接
的
な
支
障
を
生
ず
る
お

を
踏
ま
え
て
適
切
に
通
行
の
円
滑
等
を
確
保
す
る
た
め
の

そ
れ
が
小
さ
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
設

方
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
よ
り

置
し
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(表
4
)。

柔
軟
に
実
施
期
間
を
定
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

道
路
上
で
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
に
際
し
て
は
、
そ

考
え
ら
れ
る
。

の
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
が
道
路
の
通
行
等
に
も
た
ら
す
影
響

な
ど
に
つ
い
て
検
証
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
面
が
あ
る
の

3

占
用
許
可
を
し
た
物
件

で
、
当
初
の
段
階
と
し
て
は
、
比
較
的
短
期
間
の
実
施
と

道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
は
、
占
用
許
可
を
受
け

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と

る
こ
と
が
で
き
る
物
件
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

思
わ
れ
る
が
、
過
去
の
開
催
実
績
か
ら
そ
の
実
施
が
地
域

の
う
ち
、
イ
ベ
ン
ト
に
伴
い
道
路
上
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

写真 2 はこだてイルミネーションファンタジー
(北海道函館市)

が
比
較
的
多
い
物
件
と
し
て
、次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

･
の
ぼ
り
旗

･
露
店
、
商
品
置
場

･
看
板
、
案
内
板

･
幕
、
ア
ー
チ

ま
た
、
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
を
み
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
号
に

｢そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件
｣
な

ど
の
抽
象
的
な
文
言
が
あ
る
。
こ
の
文
言
は
、
節
度
を
持

っ
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
が
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
範
囲
で
弾
力
的
な
判
断
が

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
と
り
わ
け
、
道
路
管
理
者

で
あ
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
柔
軟
な
判
断
を
行
っ
て

い
る
例
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

全
国
調
査
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
は
、
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
各
号
に
明
文
で
掲

げ
ら
れ
て
い
る
物
件
以
外
に
も
、
｢そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
物
件
｣
の
弾
力
的
な
運
用
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
物

件
の
設
置
事
例
が
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
こ
う
し
た
許
可
実
績
の
蓄
積
に
か
ん
が
み
て
も
、
個

別
案
件
に
お
け
る
判
断
に
よ
っ
て
各
地
で
設
置
を
認
め
う

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【占
用
許
可
の
柔
軟
な
判
断
に
よ
り
設
置
が
行
わ
れ
て
い
る

例
】

･
テ
ン
ト
、
パ
ラ
ソ
ル

･
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
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.
電
飾
、
提
灯

(ち
ょ
う
ち
ん
)、
ラ
ン
プ

道
路
の
汚
損
な
ど
に
よ
っ
て
道
路
の
構
造
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
の
機
能
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
が
、
同
時
に
、
歩
行

･
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

こ
と
も

ト
ク-

>

ら
九

ラ

＼

、

"

話
一丁

"
｣
"

道々 テセ 2004.5 3 7

･
ス
テ
ー
ジ
、
や
ぐ
ら
、
観
覧
席

.
音
響
用
機
材

(ス
ピ
ー
カ
ー
等
)

.
フ

ェ
ン
ス
、

コ
ー
ン

こ
れ
ら
の
物
件
は
、
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
六

号

｢露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
｣

の
一
環
と
し
て
許
可
し
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
て
お

り
、
イ
ベ
ン
ト
が
祭
礼
な
ど
と
一
定
の
類
似
性
を
有
し
て

い
る
と
い
う
観
点
が
主
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
物
件
の
設
置
形
態
や
期
間
に
よ
っ
て
は
、

同
条
同
項
第
一
号

｢電
柱
、
!
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

工
作
物
｣
の
一
環
と
し
て
許
可
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ

れ
は
、
道
路
上
の
ベ
ン
チ
が
一
般
的
に
第
一
号
に
該
当
す

る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
に
由
来
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

4

占
用
許
可
条
件

道
路
管
理
者
は
、
道
路
占
用
を
許
可
す
る
に
際
し
て
、

道
路
の
構
造
の
保
全
、
交
通
の
危
険
の
防
止
、
そ
の
他
円

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
、
必
要
な
条
件
を
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
(道
路
法
第
八
十

七
条
)

道
路
上
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
実

施
期
間
中
に
少
な
か
ら
ず
交
通
へ
の
影
響
が
生
じ
、ま
た
、

す
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
イ
ベ
ン

ト
の
内
容
に
応
じ
て
、
道
路
管
理
者
が
占
用
許
可
条
件
を

付
け
る
こ
と
が
通
例
で
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
例
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。

【イ
ベ
ン
ト
に
伴
う
占
用
許
可
条
件
の
代
表
的
な
例
】

･
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
に
は
、
設
置
し
て
い
た
物
件
を

直
ち
に
撤
去
し
て
原
状
復
旧
す
る
。

･
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後
に
は
、
道
路
の
清
掃
を
実
施
す

る
。

･
イ
ベ
ン
ト
が
車
両
の
通
行
止
め
を
伴
う
場
合
に
は
、

車
両
の
誘
導
や
迂
回
の
た
め
の
表
示
板
を
設
置
す

る
。

.
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
、
道
路
の
要
所
に
交
通
整

理
や
危
険
防
止
等
の
た
め
の
人
員
を
配
置
す
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
や
設
置
さ
れ
る
物
件
等
に
よ

っ
て
は
、次
の
よ
う
な
条
件
を
付
し
た
も
の
も
み
ら
れ
る
。

･
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
に
お
け
る
関
係
者
車
両
の

出
入
り
に
つ
い
て
は
、
緊
急
自
動
車
の
支
障
と
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

･
イ
ベ
ン
ト
に
伴
い
設
置
さ
れ
る
物
件
は
、
信
号
機
や

道
路
標
識
と
類
似
し
、
こ
れ
ら
の
効
力
を
妨
げ
、
ま

た
は
そ
の
視
認
性
を
害
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
に
お
い
て
は
、
歩
道
に
お
い

て
は
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
た
め
に
活
用
さ
れ
る
空
間
と

者
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
る
と
い
う
道
路
本
来
の
機
能
も

引
き
続
い
て
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
終
了
後

は
、
そ
の
本
来
の
通
行
機
能
を
速
や
か
に
回
復
さ
せ
る
こ

と
が
一
般
に
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
、

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
期
間
中
に
、
道
路
上
の
一
定
の
場
所
･

区
間
に
多
数
の
人
々
が
参
集
す
る
こ
と
に
伴
う
交
通
上
の

危
険
を
防
止
し
、
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
や
、
イ

ベ
ン
ト
の
終
了
後
に
お
け
る
原
状
回
復
を
適
切
に
行
う
た

め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
に
お

い
て
も
十
分
に
注
意
を
払
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
点
も
盛
り
込
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
の
計
画
を
も
っ
て
道
路
占
用
許
可
の
相
談

･
申
請

な
ど
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
円
滑
な
道
路
占
用
が
実
現
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(次
号
へ
つ
づ
く
)



S
A
･
胖
A
に
飜
蹴
す
る

道
路
局
高
速
国
道
課

一

背
景

現
在
、
我
が
国
の
高
速
自
動
車
国
道
の
I
C
設
置
間
隔

は
、
約
一
〇
如
で
あ
り
、
一
方
、
高
速
道
路
を
無
料
で
整

備
し
て
い
る
英
、
米
等
で
は
、
四
~
五
m
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
エ
ハ年
一
月
現
在
、
高
速
道
路
が
通
過
す

る
九

一
六
市
町
村
の
う
ち
三
六
三
市
町
村
に
I
C
が
な

く
、
高
速
自
動
車
国
道
の
有
効
利
用
の
た
め
に
I
C
間
隔

の
短
縮
が
望
ま
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
追
加
I

C
に
対
す
る
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

(表

1
)
。追

加
I
C
の
設
置
は
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
通

じ
て
、
高
速
自
動
車
国
道
の
利
用
の
増
進
を
も
た
ら
す
と

期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
出
入
交
通
量
の
分
散
に
よ
る
交

通
混
雑
の
改
善
、
周
辺
集
客
施
設
･運
送
関
連
施
設
等
と

の
連
携
強
化
、
救
急
医
療
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

に
よ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
等
、
地
域
の
生
活
の

充
実
や
経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
す
。

一
方
、
追
加
I
C
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
多
額
な
建

設
費
を
要
す
る
こ
と
や
、
整
備
後
の
料
金
収
受
経
費
等
の

管
理
費
が
必
要
な
こ
と
等
の
た
め
に
、
採
算
性
の
観
点
か

ら
そ
の
整
備
が
制
約
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
建

設
･
管
理
コ
ス
ト
の
節
減
が
可
能
な
ス
マ
ー
ト
I
C

(E

T
C
専
用
I
C
)
の
導
入
に
よ
り
、
追
加
I
C
の
整
備
の

促
進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

(図
1
)。

二

S
A

･
P
A
に
接
続
す
る
ス
マ
ー
ト
-
C

の
社
会
実
験

追
加
I
C
の
整
備
促
進
に
期
待
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
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図 1 スマートlC のイメージ図

I
C
で
す
が
、
実
際
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
E
T
C
を

料
金
所
を
無
人
と
し
た
場
合
の
機
械
の
誤
作
動
等
、
ト
ラ

そ
こ
で
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
導
入
に
向
け
て
、
平
成

一

装
着
さ
れ
て
い
な
い
利
用
者
の
方
が
誤
っ
て
I
C
に
進
入

ブ
ル
時
の
対
応
な
ど
、
現
時
点
で
は
導
入
に
あ
た
っ
て
検

六
年
度
に
は
、
既
存
の
一
般
道
路
が
近
傍
に
あ
る
S
A
･

し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
処
理
や
、
経
費
の
節
減
の
た
め
に

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

P
A
に
、
E
T
C
専
用
の
仮
出
入
り
口
を
設
け
、
暫
定
的



に
実
際
の
I
C
運
営
を
行
い
、
整
備

･
運
営
上
の
問
題
点

の
把
握
を
行
う
社
会
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た

(図
2
)。

今
回
、
特
に
s
A
･
P
A
に
限
定
し
て
、
出
入
り
口
を

設
け
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
本
線
か
ら
の
ラ
ン
プ
が
既
に

整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
安
価
に
整
備
が
可
能
で
あ
り
、
ま

た
、
仮
に
E
T
C
を
装
着
し
て
い
な
い
車
両
が
進
入
し
た

場
合
に
も
、
バ
ッ
ク
し
て
S
A
･
P
A
内
に
戻
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
で
す
。

三

期
待
さ
れ
る
効
果

I
C
を
E
T
C
専
用
と
す
る
こ
と
に
よ
る
整
備
･
運
営

上
の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
地
域
の
生
活
の
充
実
や
経

済
の
活
性
化
に
資
す
る
追
加
I
C
整
備
の
促
進
に
必
要
な

知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

四

現
在
の
状
況

(平
成
一
六
年
五
月
一
0
日
現
在
)

実
験
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
、
以
下
の
条
件
で
実
験

い
て
は
国
の
負
担
、
高

の
候
補
箇
所
を
募
集
し
て
お
り
、現
在
三
○
数
カ
所
よ
り
、

て
は
、
地
方
自
治
体
の

実
験
の
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

五

今
後
の
予
定

②

実
験
期
間

平
成
エ
ハ
年
度
中
の
三
~
六
ヵ
月
程
度
を
予
定
。

※

整
備
計
画
の
変
更
を
経
ず
に
実
験
的
に
設
置
す
る

出
入
口
で
あ
る
が
、
実
験
終
了
後
、
実
験
に
よ
る
I

C
設
置
の
効
果
等
も
踏
ま
え
、
そ
の
後
の
実
験
の
取

扱
い
を
検
討
。

③

候
補
地
の
条
件

①

接
続
す
る
一
般
道
路
の
構
造
改
変
が
軽
微
で
、
用

地
買
収
が
伴
わ
な
い
こ
と
o

②

s
A
･
P
A
や
接
続
道
路
に
お
け
る
交
通
安
全
の

確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

③

実
験
の
目
的
が
明
確
で
、
実
施
期
間
に
お
い
て
効

果
把
握
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
o

④

実
施
地
域
に
お
け
る
主
体
的
な
取
組
み
や
積
極
的

な
協
力
が
期
待
で
き
る
こ
と
o

燭

費
用
の
負
担

基
本
的
に
、
高
速
道
路
区
域
内
の
施
設
･
工
事
等
に
つ

い
て
は
国
の
負
担
、
高
速
道
路
区
域
外
の
工
事
等
に
つ
い

て
は
、
地
方
自
治
体
の
負
担
。

【実
験
の
条
件
】

登
録
さ
れ
た
候
補
箇
所
に
お
い
て
、
実
験
の
実
施
に
向

の

実
験
体
制

け
、
実
験
内
容
の
詳
細
の
検
討
、
関
係
機
関
等
と
の
調
整

社
会
実
験
は
、S
A
･
P
A
等
が
存
す
る
都
道
府
県
等
、

を
実
施
し
て
お
り
、
実
験
の
準
備
の
整
っ
た
箇
所
か
ら
随

地
方
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
土
交
通
省
、
日
本
適

時
実
験
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

路
公
団
等
か
ら
な
る
協
議
会
に
よ
り
実
施
。

40 道行セ 20045
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五

防
護
柵
未
設
置
と
管
理
瑕
疵

3

防
護
柵
設
置
基
準
の
適
合
･
不
適
合

防
護
柵
設
置
基
準
を
適
応
し
て
、
防
護
柵
の
設
置
が
必

要
な
箇
所
と
必
要
で
な
い
箇
所
の
認
定
が
な
さ
れ
る
。
こ

の
設
置
基
準
が

｢
一
般
的
な
安
全
性
｣
を
目
指
す
も
の
と

考
え
れ
ば
、防
護
柵
の
設
置
箇
所
は
増
え
る
で
あ
ろ
う
し
、

｢よ
り
高
度
な
安
全
性
｣
を
目
指
す
も
の
と
考
え
れ
ば
、

防
護
柵
の
設
置
箇
所
は
減
少
す
る
。
道
路
本
体
の
す
べ
て

に
防
護
柵
を
設
置
す
る
か
、
ま
た
は
、
全
く
設
置
し
な
い

と
い
う
、
二
者
択
一
的
な
選
択
が
で
き
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
困

難
な
問
題
は
生
じ
な
い
。
防
護
柵
設
置
基
準
の
適
合
･
不

適
合
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
組
合
せ
的
な
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
る
。

防
護
柵
設
置
基
準
に
適
合
し
た
箇
所
に
設
置
さ
れ
た
防

護
柵
が
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
防
止
措
置
に
適
合
し
て
い

れ
ば
、
道
路
の
設
置
管
理
者
に
お
け
る
設
置
管
理
瑕
疵
は

な
い
。
ま
た
、
防
護
柵
設
置
基
準
に
適
合
し
た
箇
所
に
設

置
さ
れ
た
防
護
柵
が
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
防
止
措
置
に

不
適
合
で
あ
れ
ば
、
道
路
の
設
置
管
理
者
に
お
け
る
設
置

管
理
瑕
疵
が
発
生
す
る
。
つ
ぎ
に
、
防
護
柵
設
置
基
準
に

不
適
合
な
箇
所
で
防
護
柵
が
未
設
置
で
あ
っ
て
も
、
道
路

本
体
の
構
造
か
ら
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
防
止
措
置
に
適

合
し
て
い
れ
ば
、
道
路
の
設
置
管
理
者
に
お
け
る
設
置
管

理
瑕
疵
は
な
い
。
し
か
し
、
防
護
柵
設
置
基
準
に
不
適
合

な
箇
所
で
防
護
柵
が
未
設
置
で
あ
っ
て
、
道
路
本
体
の
構

造
か
ら
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
防
止
措
置
に
不
適
合
で
あ

れ
ば
、
道
路
の
設
置
管
理
者
に
お
け
る
設
置
管
理
瑕
疵
が

発
生
す
る
。
そ
の
次
の
段
階
で
、
こ
の
道
路
管
理
者
の
設

置
管
理
に
関
わ
る
瑕
疵
と
事
故
と
の
因
果
関
係
の
有
無
の

判
断
が
な
さ
れ
る
。
設
置
管
理
の
瑕
疵
が
事
故
の
直
接
的

な
原
因
で
あ
る
か
杏
か
の
判
断
で
あ
る
。
例
え
ば
、
動
物

用
の
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
高
速
道
路
で
、
道
路

に
飛
び
出
し
た
エ
ゾ
シ
カ
に
衝
突
し
て
損
傷
し
た
場
合
に

は
、
防
護
柵
の
未
設
置
が
道
路
の
管
理
瑕
疵
と
な
り
、
そ

れ
が
事
故
と
の
因
果
関
係
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
も
よ

い
。
(図
参
照
)

1盾垳〒セ 2004 ~ 4 7

①
②
防
護
柵
設
置
基
準
に
適
合
･
通
常
予
想
危
険
防
止

措
置
に
適
合

こ
の
場
合
は
、
当
該
道
路
箇
所
に
防
護

柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
次
は
、
防
護
柵
を
含
め
て
、

｢通
常
生
ず
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
危
険
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
否
か
｣
と
い
う
こ
と
が
判
断
さ
れ
る
。
か

か
る
措
置
に
適
合
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
時
点
で
は
、
道
路

管
理
者
の
管
理
瑕
疵
は
存
在
し
な
い
。
最
後
に
、
事
故
と

の
因
果
関
係
の
存
否
が
問
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
因
果

関
係
が
肯
定
さ
れ
る
事
案
は
考
え
難
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
因
果
関
係
が
否
定
さ
れ
る
事
案
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

③
④
防
護
柵
設
置
基
準
に
適
合
･
通
常
予
想
危
険
防
止

措
置
に
不
適
合

こ
の
場
合
は
、
防
護
柵

(ガ
ー
ド
レ

ー
ル
等
)
は
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
当
該
道
路
部
分
が
危

険
箇
所
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る

｢道
路
標
識
｣
｢道
路



標
示
｣
｢照
明
設
備
｣
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
い
う
事
案
に
該
当
す
る
。
や
は
り
、
最
後
に
、
事
故
と

の
因
果
関
係
の
存
否
が
問
題
に
な
る
。

⑤
⑥
防
護
柵
設
置
基
準
に
不
適
合
.通
常
予
想
危
険
防

止
措
置
に
適
合

こ
の
場
合
は
、
防
護
柵
は
未
設
置
で

は
あ
る
が
、
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
を
防
止
す
る
措
置
が

具
備
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
道
路
管
理
者
の
管
理
瑕
疵
は

存
在
し
な
い
。
た
だ
、
事
故
と
の
因
果
関
係
の
存
否
に
お

い
て
、
防
護
柵
の
設
置
に
よ
り
回
避
で
き
た
で
あ
ろ
う
損

害
の
範
囲

(重
篤
性
)
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
責

任
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。

⑦
⑧
防
護
柵
設
置
基
準
に
不
適
合
･
通
常
予
想
危
険
防

止
措
置
に
不
適
合

こ
の
場
合
は
、
防
護
柵
も
設
置
さ

れ
て
い
な
く
、
通
常
予
想
さ
れ
る
危
険
を
防
止
す
る
措
置

も
具
備
さ
れ
て
い
な
い
道
路
で
あ
る
。
多
く
の
事
案
は
こ

の
よ
う
な
道
路
で
発
生
し
て
い
る

(争
訟
と
な
る
多
く
の

事
案
は
こ
こ
に
属
す
る
)。
道
路
の
管
理
瑕
疵
を
問
い
や

す
い
と
思
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ

の
よ
う
な
瑕
疵
が
事
故
の
直
接
的
な
原
因
に
な
っ
た
か
否

か
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

肯定

4

路
外
転
落
と
防
護
柵
未
設
置
と
の
因
果
関
係

自
動
車
の
路
外
転
落
事
故
の
直
接
の
原
因
が
当
該
箇
所

に
防
護
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
と
い

う
事
例
も
数
多
く
存
在
す
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
通
り
だ

ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
自
動
車
の
路
外
転
落
事
故
と
防
護
柵

肯定

學



未
設
置
と
の
因
果
関
係
が
肯
定
さ
れ
て
い
る
。す
な
わ
ち
、

防
護
柵
の
未
設
置
を
も
っ
て
、
道
路
の
瑕
疵
と
判
断
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
。
時
間
的
に
は
、
自
動
車
が
路
端
の
白
線

を
超
え
て
、
路
外
へ
逸
脱
し
、
そ
し
て
路
外
へ
転
落
す
る

と
い
う
順
序
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
動

車
の

｢路
端
の
白
線
逸
脱
･
路
外
逸
脱
｣
に
至
る
自
動
車

の
操
作
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

夜
間
降
雨
中
、
タ
ク
シ
J
が
川
を
道
路
と
見
間
違
え
て

急
制
動
を
か
け
た
が
、
ス
リ
ッ
プ
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

な
か
っ
た
た
め
に
川
に
転
落
し
た
と
い
う
事
案
が
あ
る

(滋
賀
県
道
ス
リ
ッ
プ
転
落
事
件
⑲
六
五
七
七

･
二
五
)。

第

一
審
京
都
地
裁
は
、
｢事
故
は
運
転
手
の
過
失
が
原
因

で
あ
り
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
未
設
置
と
は
無
関
係
で
あ
る

と
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
、
結
果
と
し
て
転
落

し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
に
す
ぎ
な

い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
逆
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
け

る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
｣
と
判
示

し
た
。
し
か
し
、
控
訴
審
大
阪
高
裁
は
、
｢川
沿
い
の
道

路
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
視
線
誘
導
標
識
あ
る
い
は
夜
間
照

明
設
備
を
設
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
道
路
と
し
て
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
き
、
そ
の
設
置
な
い
し
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
｣
と
し
て
、
第
一
審
の
判
決
を
変
更
し
た
。

だ
が
、
最
高
裁
は

｢本
件
に
お
け
る
問
題
は
、
降
雨
中
に

本
件
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車
に
つ
き
生
ず
べ
き
滑
行
事

故
に
よ
る
転
落
の
危
険
に
そ
な
え
て
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
帰
着
す
る
｣と
し
て
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
未
設
置
が
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き

安
全
性
を
欠
く
こ
と
に
な
る
か
ど
う
か
の
点
に
つ
い
て
更

に
審
理
を
尽
く
さ
せ
る
た
め
に
、
原
審
大
阪
高
裁
に
差
し

戻
し
た
。
差
戻
審
後
大
阪
高
裁
は
、
｢降
雨
時
に
本
件
道

路
を
走
行
す
る
車
両
に
つ
き
生
ず
べ
き
滑
行
に
よ
る
転
落

事
故
に
備
え
て
川
沿
い
の
道
路
傍
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
｣
と

判
示
し
た
。

次
も
、
自
動
車
が
路
外
に
逸
脱
し
、
川
に
転
落
し
た
の

は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
未
設
置
が
原
因
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

道
路
の
管
理
瑕
疵
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
｢本
件
事

故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
は
曲
率
の
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な

い
い
わ
ゆ
る
内
カ
ー
ブ
の
道
路
で
あ
り
、
た
と
え
車
が
路

面
凍
結
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
し
た
と
し
て
も
山
側
に
接
触
す

る
危
険
性
は
あ
っ
て
も
谷
川
に
向
か
う
可
能
性
は
少
な

く
、
路
外
に
転
落
す
る
可
能
性
は
少
な
い
。
し
か
も
本
件

事
故
現
場
の
手
前
に
は
二
箇
所
に
凍
結
注
意
の
道
路
標
識

が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
運
転
者
は
初
心
者
で
冬
期
の

本
件
道
路
に
不
慣
れ
な
た
め
も
あ
っ
て
ス
リ
ッ
プ
し
運
転

操
作
を
誤
っ
て
路
外
に
転
落
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
総

合
す
る
と
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い

て
い
た
も
の
と
は
い
え
な
い
｣
と
し
て
い
る
。
(奈
良
県

道
貨
物
自
動
車
ス
リ
ッ
プ
転
落
事
件
、
大
阪
高
裁
⑲
六
五

七
九

･
五
九
一
･
三
、
最
高
裁
⑲
六
五
七
九

･
五
九
一
･

一
一
ご
。
ま
た
、
二
台
の
自
動
車
が
衝
突
し
、
そ
の
う
ち

の
一
台
が
崖
下
に
転
落
し
た
の
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
未
設

置
に
よ
る
も
の
だ
と
し
た
事
故
に
お
い
て
、
｢両
車
の
衝

突
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
と
無
関
係
に
発
生
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
後
の
被
害
者
の
死

亡
に
至
る
ま
で
の
因
果
の
関
係
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置

が
あ
っ
て
も
生
じ
得
る
よ
う
な
、
通
常
予
測
さ
れ
る
範
囲

内
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る

(本
件
現
場
付
近
は
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防
護
設
備
が
あ
れ
ば
、
本
件
衝
突
事

故
の
よ
う
な
場
合
に
は
西
側
の
崖
下
に
自
動
車
ご
と
転
落

す
る
こ
と
を
避
け
得
た
こ
と
も
十
分
予
想
さ
れ
る
が
、
逆

に
設
置
さ
れ
て
い
て
も
転
落
し
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
な
い

で
も
な
い
。
そ
し
て
本
件
事
故
態
様
、
特
に
車
両
の
速
度
、

衝
突
態
様
か
ら
す
る
と
、
被
害
者
は
、
両
車
の
衝
突
の
衝

撃
或
い
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
の
衝
突
に
よ
り
死
亡
す
る

に
至
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
)｣
と
し
て
、

本
件
事
故
は
、
本
件
現
場
道
路
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
設

置
を
怠
り
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
に

発
生
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た

(都
道

(主

要
地
方
道
三
七
号
線
)
崖
下
転
落
事
件
、
東
京
地
裁
⑩
六

八
一
九

･
二
六
)。
ま
た
、
自
動
車
が
カ
ー
ブ
を
曲
が
り

切
れ
ず
に
、
路
外
に
逸
脱
し
、
川
へ
転
落
し
た
事
故
に
お

い
て
、
｢本
件
現
場
の
手
前
の
適
切
な
位
置
に
、
道
路
が

直
角
に
左
カ
ー
ブ
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
道
路
標
識
な
い

し
表
示
あ
る
い
は
徐
行
に
近
い
速
度
制
御
を
示
す
道
路
標

識
な
い
し
表
示
を
設
置
す
る
か
、
ま
た
は
視
線
誘
導
標
識



を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
転
落
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防

止
す
る
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
｣
と
い
う

が
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い

(大
阪
府
道
自
動
車
転
落
死
亡
損
害
賠
償
事
件
⑫
七
二
七

九
･
七
六
○
)。

5

防
護
柵
設
置
の
裁
量
権

道
路
の
安
全
性
が
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
道
路
の

安
全
性
は
相
対
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う

な
る
根
拠
の
一
つ
が
防
護
柵
設
置
に
関
す
る
道
路
管
理
者

の
裁
量
権
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
路
行
政
全
般
に
関
し
、

ま
た
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
ど
う
い
う
道
路
を
建
設
す
る

か
、
い
か
な
る
安
全
対
策
を
施
す
か
、
こ
う
い
う
こ
と
は
、

各
道
路
管
理
者
に
お
い
て
相
当
の
裁
量
を
も
っ
て
優
先
順

位
を
定
め
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
事
柄
で
あ
る

(中
央
自

動
車
道
プ
リ
ン
カ
ー
ラ
イ
ト
柱
衝
突
死
亡
事
故
損
害
賠
償

請
求
事
件
、
東
京
高
裁
⑩
六
五
七
九

･
七
一
三
･
三
)。

防
護
柵
の
設
置
に
関
し
て
も
、そ
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
、

各
道
路
管
理
者
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
ゆ
え
に
、

道
路
の
瑕
疵
が
原
因
で
、
道
路
利
用
者
に
損
害
が
発
生
し

た
場
合
に
は
そ
の
賠
償
の
責
任
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
｢本
件
急
カ
ー
ブ
の
う
ち
本
件

擁
壁
上
の
部
分
が
、
建
設
省
道
路
局
長
通
達

｢防
護
柵
設

置
要
項
｣
(主
と
し
て
車
両
の
逸
脱
防
止
す
る
た
め
、
道

路
及
び
交
通
の
状
況
に
応
じ
て
原
則
と
し
て
防
護
柵
を
設

置
す
る
)
道
路
の
区
間
｣
の

『路
側
が
危
険
な
区
間
①
』

に
該
当
す
る
こ
と
は
披
講
訴
人
国
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
右
区
間
に
該
当
す
る
箇
所
で
あ
っ
て
も
、
『例
外

な
く
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
が
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
そ
の
具
体
的
な
必
要
に
応
じ
て
設

置
す
れ
ば
足
り
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
』
う

え
、
･
･
･
｣
(国
道

一
五
六
号
自
動
車
転
落
事
故
損
害

賠
償
請
求
事
件
、
名
古
屋
高
裁
⑫
七
人
二
七
･
三
)
と
い

う
よ
う
に
判
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
防
護
柵
設
置
に
つ

い
て
は
、
防
護
柵
設
置
基
準
に
適
合
す
る
道
路
箇
所
で
あ

っ
て
も
、
道
路
管
理
者
に
は
、
防
護
柵
を
設
置
す
る
法
的

義
務
は
な
い
。
道
路
管
理
者
の
自
ら
の
判
断
で
、
ど
う
い

う
箇
所
に
、
ど
う
い
う
種
類
の
、
ど
う
い
う
規
模
の
防
護

柵
を
、
具
体
的
必
要
に
応
じ
て
設
置
す
れ
ば
足
り
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
防
護
柵
設
置
に
つ
い
て
も
、

道
路
管
理
者
が
そ
の
裁
量
権
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
防
護
柵
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
を
原
因
と
す
る
事
故

に
対
し
て
は
、
道
路
管
理
者
が
無
過
失
責
任
を
問
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

I
広
島
県
道
坂
瀬
川
吉
井
線
自
動
車
転
落
事
件
を

踏
ま
え
て
ー

本
件
転
落
現
場
付
近
が
防
護
柵
設
置
基
準
に
合
致
し

て
、
防
護
柵
を
設
置
す
べ
き
箇
所
で
あ
っ
た
か
杏
か
の
判

断
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本

件
箇
所
が
防
護
柵
設
置
基
準
に
合
致
し
、
防
護
柵
を
設
置

す
べ
き
箇
所
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、そ
の
設
置
に
関
し
て
、

道
路
管
理
者
の
法
律
上
の
義
務
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
防

護
柵
を
設
置
す
る
か
否
か
は
道
路
管
理
者
の
判
断
に
任
せ

ら
れ
て
い
る
。

以
前
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
存
在
し
た
が
、
道
路
の
改
修

に
伴
い
、
そ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
事
故
当
時
に
は
設
置
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う
事
実
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す

る
か
。
そ
も
そ
も
、
本
件
道
路
部
分
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

必
要
で
あ
っ
た
の
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
部
分
は
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
が
、

自
動
車
が
一
定
の
速
度
で
あ
れ
ば
、
そ
の
遠
心
力
に
よ
っ

て
山
側
に
振
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
を

誤
ら
な
け
れ
ば
、
反
対
の
川
側
に
走
行
す
る
こ
と
は
な
い

は
ず
で
あ
る
。
｢転
落
の
原
因
は
さ
て
お
き
｣
と
し
て
、

裁
判
所
が
、
自
動
車
の
路
外
転
落
の
直
接
の
原
因
、
す
な

わ
ち
、
転
落
直
前
の
自
動
車
の
操
作
方
法
を
明
ら
か
に
し

て
い
な
い
。
確
か
に
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い

れ
ば
、
転
落
は
阻
止
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
過
去
の
類
似
事
件
が
道
路
の
安
全
性
に
影
響
を

与
え
る
の
か
。
本
件
事
故
は
平
成
五
年
三
一月
に
発
生
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
川
へ
の
転
落
事
故
は
、
昭
和
四
三
年
七

月
に
バ
イ
ク
が
小
石
に
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
て
転
落
し
た

事
件
の
み
が
確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。二
五
年
余
、

類
似
の
転
落
事
故
は
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
。
少
な
く
と

も
、
そ
の
二
五
年
間
は
、
そ
の
道
路
部
分
は
安
全
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
防
護
柵
も
必
要
な
か
っ
た
。
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絶
対
的
安
全
性
で
は
な
く
、
相
対
的
安
全
性
を
目
指
す

以
上
、
山
間
部
の
交
通
量
の
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
道
路

に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
後
に
、
防
護
柵
の
設
置
を
決
定

し
て
も
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
道
路
の
安
全
性
の
有
無

は
、
具
体
的
、
個
別
的
な
見
地
か
ら
す
る
危
険
の
有
無
と

の
関
係
に
お
い
て
、
つ
ま
り
、
具
体
的
事
故
と
の
関
係
に

お
い
て
判
断
す
べ
き
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
防
護
柵

(ガ

ー
ド
レ
ー
ル
)
に
関
し
て
は
、
自
動
車
の
転
落
事
故
後
に
、

そ
の
必
要
性
と
設
置
条
件
等
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

防
護
柵
未
設
置
と
事
故
と
の
間
の
因
果
関
係
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
は
、
転
落
原
因
が
路
面

凍
結
に
よ
る
自
動
車
の
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
も
の
か
否
か
は

不
明
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
転
落
現
場
は
近
隣
住
民
等

の
自
動
車
運
転
者
に
と
っ
て
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
危

険
な
場
所
で
あ
る
か
ら
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
未
設
置
が
、

道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
自

動
車
の
路
外
逸
脱
の
原
因
、
転
落
経
路
、
及
び
転
落
直
後

の
自
動
車
の
走
行
状
態
を
推
測
さ
せ
る
よ
う
な
転
落
直
前

の
自
動
車
の
外
観
、
ギ
ヤ
の
位
置
等
に
つ
い
て
は
わ
か
ら

ず
じ
ま
い
で
あ
る
。

結
局
、
自
動
車
の
転
落
事
故
に
お
い
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
未
設
置
が
転
落
の
原
因
と
は
な
り
得
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
未
設
置
だ
け
で
は
道
路
の
管
理

の
瑕
疵
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
部
分
に
は
危
険
を
示
す
道

路
標
識
な
い
し
表
示
が
必
要
で
あ
る
。
た
だ
、
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
の
未
設
置
の
ゆ
え
に
、
損
害
が
重
篤
に
な
っ
た
こ
と

に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
は
あ
る
。
被
害
者
は
公
の
営
造

物
の
利
用
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

防
護
柵
の
未

(不
)
設
置
が
道
路
の
管
理
瑕
疵
に
な
る

こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
当
該
道
路
箇
所
が
危
険
で
あ

る
こ
と
を
示
す
道
路
標
識
な
い
し
表
示
、
或
い
は
徐
行
に

近
い
速
度
制
御
を
示
す
道
路
標
識
な
い
し
表
示
を
設
置
す

る
か
、
ま
た
は
視
線
誘
導
標
識
を
設
置
す
る
。
路
面
に
段

差
も
し
く
は
凹
凸
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
転
落
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
施
設
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
o本

稿
は
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お
い
て
自
由
な
立
場

で
執
筆
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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四
月
の
あ
る
月
曜
日
の
朝
、
こ
の
春
か
ら
路
政
課
に
配

属
と
な
っ
た
新
人
の
り
お
が
、
ぐ
っ
た
り
と
し
た
表
情
で

出
勤
し
て
く
る
。

の
り
お

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

だ
い
す
け

お
は
よ
う
。
月
曜
か
ら
え
ら
く
疲
れ
て
い
る

な
あ
。
土
日
で
温
泉
に
行
く
っ
て
楽
し
み
に
し
て
い
た

か
ら
、
今
日
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
出
勤
し
て
く
る
と

思
っ
て
い
た
ん
だ
け
ど
な
。

の
り
お

僕
も
そ
の
つ
も
り
で
し
た
。
先
週
は
配
属
早
々

忙
し
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
温
泉
で
身
も
心
も
癒
さ
れ

て
、
今
日
か
ら
ま
た
ビ
シ
ッ
と
働
く
つ
も
り
で
い
た
ん

で
す
。

だ
い
す
け

温
泉
が
期
待
は
ず
れ
だ
っ
た
の
か
い
?

の
り
お

い
え
、
温
泉
は
最
高
で
し
た
。
料
理
も
う
ま
か

っ
た
で
す
し
ね
。
問
題
は
温
泉
か
ら
の
帰
り
道
な
ん
で

す
。
土
曜
の
夜
に
雨
が
降
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ

の
影
響
で
、
行
き
に
通
っ
た
道
路
が
帰
る
と
き
に
は
通

行
止
め
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て

!
。
行
き
は
三

時
間
し
か
か
か
ら
な
か
っ
た
の
に
、
帰
り
は
回
り
道
は

さ
せ
ら
れ
る
わ
、
渋
滞
に
は
巻
き
込
ま
れ
る
わ
で
、
一

〇
時
間
以
上
も
か
か
っ
た
ん
で
す
よ
!

夕
方
四
時
頃

に
向
こ
う
を
出
発
し
て
、
家
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
夜

中
の
二
時
で
す
よ
。
家
で
じ
っ
と
し
て
い
た
方
が
は
る

か
に
ま
し
で
し
た

･
･
･
。

だ
い
す
け

そ
れ
は
え
ら
い
目
に
あ
っ
た
ね
え
。
東
京
で

も
結
構
降
っ
た
か
ら
な
ぁ
。
で
も
、
土
曜
は
と
も
か
く

日
曜
は
い
い
天
気
だ
っ
た
ぞ
。
天
気
予
報
で
も
全
国
的

に
晴
天
だ
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
。

の
り
お

え
え
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
日
曜
日
は
朝
か
ら
雲

一
つ
な
い
晴
天
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
そ
れ
な
の
に
な
ん

で
通
行
止
め
な
ん
だ
!

い
っ
た
い
誰
が
通
行
止
め
だ

な
ん
て
判
断
し
た
ん
で
す
か
!

拙
い
す
け

お
、
俺
に
そ
う
言
わ
れ
て
も
な
ぁ

･
･
･
。

そ
り
ゃ
あ
、
警
察
か
道
路
管
理
者
が
判
断
し
た
ん
だ
ろ

う
。
い
く
ら
そ
の
と
き
晴
れ
て
い
て
も
、
前
日
の
大
雨

の
影
響
が
何
か
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
?

の
り
お

道
路
管
理
者
?

通
行
制
限
っ
て
警
察
の
権
限

じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
?

だ
い
す
け

お
い
お
い
、
勘
弁
し
て
欲
し
い
な
。
確
か
に
、

そ
う
思
い
こ
ん
で
い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
が

!

道
路
法
に
は
一
通
り
目
を
通
し
て
お
く
よ
う
に
と
言
わ

な
か
っ
た
っ
け
。
も
う
一
度
よ
く
確
認
し
て
ご
ら
ん
。

の
り
お

は
い
。

･
･
･
こ
れ
で
す
か
。
道
路
法
第
四

十
六
条
。
そ
う
か
ぁ
。
通
行
の
禁
止
や
制
限
に
関
す
る

権
限
は
道
路
管
理
者
に
も
与
え
ら
れ
て
い
る
ん
で
す

ね
。

だ
い
す
け

そ
う
。
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
を
行
う
行
政

処
分
に
は
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
ん
だ
。

一
つ
は
道

路
管
理
権
に
基
づ
き
道
路
の
本
来
の
目
的
を
全
う
さ
せ

る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
も
の
。
も
う
一
つ
は
、
一
般
警

察
権
に
基
づ
き
道
路
に
つ
い
て
社
会
公
共
の
秩
序
を
維

持
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
も
の
。
つ
ま
り
、
道
路
法

第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
又
は
道
路
監

理
員
が
行
う
場
合
と
、
道
路
交
通
法
第
四
条
又
は
第
六

条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
公
安
委
員
会
又
は
警
察
官

が
行
う
場
合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

の
り
お

な
る
ほ
ど
。
通
行
止
め
や
通
行
制
限
は
警
察
し

か
行
え
な
い
も
の
と
ば
か
り
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

実
際
そ
う
思
っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
よ
。
で

も
、
両
者
は
権
限
行
使
の
様
態
と
し
て
共
通
す
る
部
分

が
と
て
も
多
い
で
す
よ
ね
。
な
ん
と
い
う
か
、
現
場
は

混
乱
し
な
い
ん
で
す
か
ね
。
道
路
管
理
者
と
警
察
が
同

じ
よ
う
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。

道
路
法
令
関
係
Q
&
A

道
路
管
理
者
に
よ
る
通
行
止
め



だ
い
す
け

確
か
に
君
が
言
う
よ
う
に
、
同
一
の
道
路
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
が
競
合
す
る
場
合
は
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
な
。
そ
う
い
う
場
合
に
お
い
て
も
、
両
者

は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
効
力
を
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
ら
、
相
互
に
そ
の
権
限
行
使
を
尊
重
し
、
必

要
に
応
じ
て
調
整
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ね
。

そ
こ
で
だ
。
道
路
法
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
調
整
規
定
と

い
う
も
の
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
だ
か
わ
か
る
か

　
　
　

の
り
お

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
確
か

!

一
応
、
道
路
法
に
は
一
通
り
目
を
通
し
た
ん
で
す
よ
。

こ
れ
だ
。
道
路
法
第
九
十
五
条
の
二
第
一
項
で
す
ね
。

道
路
管
理
者
は
事
前
に
都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

浚
い
す
け

そ
う
だ
ね
。
こ
の
よ
う
な
調
整
規
定
は
道
路

交
通
法
に
も
ち
ゃ
ん
と
あ
っ
て
、
同
趣
旨
の
こ
と
が
そ

の
第
百
十
条
の
二
第
三
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

の
り
お

な
る
ほ
ど
。
道
路
管
理
者
と
公
安
委
員
会
は
事

前
に
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
で

も
で
す
よ
、
事
前
に
わ
か
っ
て
い
る
通
行
止
め
や
通
行

規
制
で
あ
れ
ば
、
確
か
に
道
路
管
理
者
と
公
安
委
員
会

の
間
で
十
分
な
調
整
が
事
前
に
行
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
突
発
的
な
要
因
に
よ
る
場
合
の
緊
急
通
行
止
め
な

ん
か
も
あ
り
得
ま
す
よ
ね
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
悠
長

に
調
整
を
行
っ
て
い
る
余
裕
な
ん
か
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
?

例
え
ば
道
路
監
理
員
や
警
察
官
に
よ
る
緊

急
的
な
措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
な
ん
か
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
。

だ
い
す
け

九
十
五
条
の
二
第
一
項
を
最
後
ま
で
読
ん
で

み
た
か
い
?

の
り
お

一
応
読
み
ま
し
た
け
ど

･
･
･
。

う

っ

!
、
｢緊
急
を
要
す
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と

認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
も
の
と
し
、

こ
の
場
合
に
は
、
事
後
に
お
い
て
、
速
や
か
に
当
該
禁

止
又
は
制
限
の
内
容
及
び
理
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｣
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
す
み
ま
せ
ん

!
。

だ
い
す
け

そ
う
い
う
こ
と
だ
。
道
路
交
通
法
第
百
十
条

の
二
第
三
項
で
も
同
じ
よ
う
に
緊
急
を
要
す
る
場
合
に

は
道
路
管
理
者
に
対
し
て
事
後
に
お
い
て
通
知
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

の
り
お

昨
日
の
通
行
止
め
も
、
道
路
管
理
者
と
警
察
が

連
携
を
取
り
合
っ
て
最
善
の
策
を
講
じ
た
結
果
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。
し
か
し
、
僕
も
こ
れ
だ
け
の
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
か
ら
ね
。
道
路
通
行
権
の
侵
害
で
損
害
賠
償

を
請
求
す
る
く
ら
い
し
な
い
と
気
が
お
さ
ま
ら
な
い
で

す
よ
。

だ
い
す
け

被
害
?

の
り
お

え
え
。
爽
や
か
系
で
通
っ
て
い
る
僕
の
印
象
が

今
日
一
日
で
崩
れ
か
け
て
い
る
ん
で
す
か
ら
。

だ
い
す
け

･
･
･
。
被
害
内
容
は
と
も
か
く
、
気
持

ち
は
わ
か
ら
ん
で
も
な
い
な
。
た
だ
、
こ
の
場
合
権
利

侵
害
と
し
て
の
損
害
賠
償
問
題
は
起
こ
り
え
な
い
と
解

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。

の
り
お

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
?

道
路
の
通
行
を
妨

げ
ら
れ
た
ん
で
す
か
ら
、
り
っ
ぱ
な
権
利
侵
害
だ
と

思
い
ま
す
け
ど
o

だ
い
す
け

そ
も
そ
も
道
路
を
自
由
に
通
行
で
き
る
根
拠

は
道
路
が
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
反

射
的
な
も
の
な
ん
だ
。
よ
っ
て
、
道
路
の
通
行
は
単
な

る
反
射
的
な
利
益
に
過
ぎ
ず
、
各
人
に
対
し
法
律
上
の

権
利
と
し
て
通
行
権
な
る
も
の
が
設
定
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。

の
り
お

つ
ま
り
、
今
回
の
よ
う
に
道
路
管
理
者
や
警
察

が
通
行
の
禁
止
や
制
限
を
行
っ
た
た
め
、
通
行
が
妨
げ

ら
れ
て
他
人
に
損
害
が
生
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単

な
る
利
益
の
喪
失
に
す
ぎ
ず
、
権
利
侵
害
で
は
な
い
と

い
う
わ
け
で
す
か
。

だ
い
す
け

そ
う
い
う
こ
と
。
も
っ
と
も
通
行
の
禁
止
や

制
限
を
行
う
と
き
は
、
法
令
の
根
拠
を
要
し
、
不
当
な

禁
止
や
制
限
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
け
ど
ね
。

の
り
お

損
害
賠
償
請
求
も
で
き
な
い
ん
で
す
か
。
僕
の

怒
り
は
ど
こ
へ
ぶ
つ
け
れ
ば

!
。
あ
の
と
き
通
行

止
め
区
間
を
強
行
突
破
で
も
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
ん

で
す
か
!

だ
い
す
け

(逆
ギ
レ
?

全
然
爽
や
か
系
じ
ゃ
な

》

i
。)
強
行
突
破
は
ま
ず
い
だ
ろ
。
道
路
法
に

は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
ね
。
道
路
法
第
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四
十
六
条
第
一
項
も
そ
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
て
、

違
反
者
は
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
十
万
円
以
下
の
罰
金

"~
‐
‐
-
o

の
り
お

そ
ん
な
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
!

拙
い
す
け

(知
っ
て
い
な
が
ら
強
行
突
破
な
ん
て
言
っ

て
い
る
の
か
こ
い
つ
?

こ
れ
以
上
刺
激
し
な
い
方

カ
ー

。)
ま
、
ま
あ
こ
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
に

し
て
、
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
早
い
け
ど
昼
飯
に
で
も
し
よ

う
か

(先
が
思
い
や
ら
れ
る

!
)。

道
路
法

(抄
)

(通
行
の
禁
止
又
は
制
限
)

第
四
十
六
条

道
路
管
理
者
は
、
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止

す
る
た
め
、
区
間
を
定
め
て
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制

限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

道
路
の
破
損
、
欠
壊
そ
の
他
の
事
由
に
因
り
交
通
が
危
険
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

二

道
路
に
関
す
る
工
事
の
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合

2

道
路
監
理
員
(第
七
十
一条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理

者
が
命
じ
た
道
路
監
理
員
を
い
う
。)
は
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ

る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
の
構
造
を
保
存
し
、
又
は
交
通
の
危
険

を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
一
時
、
道
路
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は

制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3

道
路
管
理
者
は
、
水
底
ト
ン
ネ
ル

(水
底
ト
ン
ネ
ル
に
類
す
る

ト
ン
ネ
ル
で
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
。
以
下
同

じ
。)
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
水
底
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
交
通

の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
爆

発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る
物
件
そ
の
他
の
危
険
物
を
積
載
す

る
車
両
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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電
気
通
信
事
業
法
の
改
正
に
伴
う

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

遭
騰
占
用
の
贓
扱
い

五
十
嵐
係
員

大
野
さ
ん
、
占
用
の
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
教
え
て
ほ
し

い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
。

大
野
係
員

う
ん
、
い
い
よ
。
何
だ
い
。

五
十
嵐
係
員

昨
日
、
電
気
通
信
事
業
を
営
む
0
0
社
の
人
か
ら
、

△
△
町
の
道
路
に
電
線
を
設
置
し
た
い
の
で
、
占
用
許

可
手
続
の
相
談
を
し
た
い
、
と
い
う
連
絡
を
受
け
た
ん

で
す
。

そ
の
人
が
言
う
に
は
、
0
0
社
は

｢認
定
電
気
通
信

事
業
者
｣
だ
そ
う
で
し
て
、
だ
か
ら
、
0
0
社
が
占
用

す
る
電
線
は
道
路
法
第
三
十
六
条
の
義
務
占
用
と
し
て

手
続
を
し
た
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

私
は
、勉
強
不
足
で
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

0
0
社
の
人
に
よ
れ
ば
、
電
気
通
信
事
業
法
の
改
正
が

最
近
あ
っ
て
、
今
ま
で
の
第
一
種
電
気
通
信
事
業
と
第

二
種
電
気
通
信
事
業
と
い
う
区
分
は
廃
止
さ
れ
て
し
ま

い
、
認
定
電
気
通
信
事
業
と
い
う
事
業
が
新
し
く
で
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
と
一
緒
に
、
道
路
法
な

ど
も
改
正
さ
れ
て
、
こ
の
認
定
電
気
通
信
事
業
者
は
、

今
ま
で
の
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
と
同
じ
よ
う
に
、

道
路
法
第
三
十
六
条
の
義
務
占
用
の
対
象
と
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

大
野
係
員

(実
は
先
週
、
電
気
通
信
事
業
法
の
改
正
に
関
す
る

通
達
を
ち
ょ
う
ど
読
ん
だ
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ
ね
~
。
読

ん
で
お
い
て
よ
か
っ
た
。
)

電
気
通
信
事
業
法
の
改
正
や
、
こ
れ
に
伴
う
道
路
法

の
改
正
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
本
当
だ
よ
。
認
定
電

気
通
信
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
電
線
は
、
義
務
占
用
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
、
道
路
法
第
三
十
六
条
の
改
正
で

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
占
用
の
期
間
を
定
め
た

道
路
法
施
行
令
第
九
条
も
、
義
務
占
用
の
関
係
で
改
正

さ
れ
て
い
る
よ
。

五
十
嵐
係
員

分
か
り
ま
し
た
。
じ
や
あ
、
0
0
社
は
認
定
電
気
通

信
事
業
者
だ
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
0
0
社
が
占
用

し
た
い
と
言
っ
て
い
る
電
線
は
、
道
路
法
第
三
十
六
条

や
道
路
法
施
行
令
第
九
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
手
続
を
し
て
お
い
て
い
い
ん
で
す
よ
ね
。

大
野
係
員

い
や
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
。
認
定
電
気
通
信
事
業
者

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直
ち
に
道
路
法
第
三
十
六
条
が
適

用
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
、と
い
う
面
が
あ
る
ん
だ
よ
。

五
十
嵐
係
員

ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
?

大
野
係
員

認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
設
け
る
電
線
は
、
必
ず
し

も
認
定
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
電
線
で
は
な

い
こ
と
が
あ
り
得
る
ん
だ
よ
。
今
ま
で
の
第
一
種
電
気

通
信
事
業
者
が
設
け
る
電
線
は
、
第
一
種
電
気
通
信
事

業
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
だ
、と
言
え
た
ん
だ
け
ど
ね
。

そ
こ
が
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
だ
。

五
十
嵐
係
員

え
っ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
。

大
野
係
員

(よ
し
、
ヒ
ン
ト
を
出
し
て
や
る
か
。
)

電
気
通
信
事
業
法
第
百
十
七
条
と
道
路
法
第
三
十
六

条
に
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
よ
く
読
ん
で
ご

ら
ん
。
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(数
分
後
)

五
十
嵐
係
員

あ
っ
、
分
か
っ
た
ぞ
。

大
野
係
員

え
っ
、
も
う
分
か
っ
た
の
。
(僕
は
先
週
読
ん
だ
と

き
、
す
ご
く
時
間
か
か
っ
た
の
に
ー
。)

じ
ゃ
あ
、
ど
う
い
う
こ
と
か
説
明
し
て
ご
ら
ん
。

五
十
嵐
係
員

電
気
通
信
事
業
法
第
百
十
七
条
第
一
項
で
は
、
｢電

気
通
信
事
業
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
｣と
さ
れ
て
ま
す
ね
。

ど
う
や
っ
て
確
認
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
?

食
道
軽
法

範
こ十
六
条

(略
)
電
気
満濫獲事
灘謎
法
(昭
和
五
十
九
年
払疼吟窟賊第
八

十
十合
豆

の
規
定
に
基
づ
き
、
(略
)
電
機
･
電
線
若
し
く
は
公
衆

電
話
所
総
駒
)
電
気
通
猫墨
業
鱒法
に
基
づ
く
も
の
に
あ
っ
て
は
同

法
第
百
二
十
条
第
一項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
同

項
に
規
定
す
る
認
定
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
限

る
。)
を
道
路
に
設
け
き
フ
と
す
る
者
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
又

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ら
の
工
事
を
実
施
し
さ
っ
と
す
る
日
の
一
旦
剛
ま
で

に
、あ
ら
か
じ
め
当
該
工
事
の
説
雲
常
浩
舷
響
理
者
に
提
出
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
そ
の

他
緊
急
を
要
す
る
工
事
又
は
政
令
で
定
め
る
軽
易
な
工
事
を
行
う

必
要
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

(略
)

だ
か
ら
、
認
定
電
気
通
信
事
業
者
の
中
に
は
、
全
部
の

認
定
を
受
け
た
者
と
、
一
部
の
認
定
を
受
け
た
者
が
い

て
、
こ
の
う
ち
一
部
の
認
定
を
受
け
た
認
定
電
気
通
信

事
業
者
は
、
認
定
電
気
通
信
事
業
だ
け
で
な
く
、
認
定

を
受
け
て
い
な
い
ほ
う
の
電
気
通
信
事
業
も
営
む
と
い

う
こ
と
が
あ
り
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

そ
し
て
、
道
路
法
第
三
十
六
条
第
一
項
で
は
、
例
え

ば
電
線
に
つ
い
て
、
｢認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
認
定

電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
｣
を
義
務
占
用
の

対
象
と
し
て
い
る
か
ら
、
一
部
の
認
定
を
受
け
た
認
定

電
気
通
信
事
業
者
が
、
認
定
を
受
け
て
い
な
い
ほ
う
の

電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
に
電
線
を
占
用
し

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
義
務
占
用
の
対
象
と
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

と
い
う
こ
と
は
、
ま
ず
は
、
0
0
社
が
、
全
部
の
認
定

を
受
け
た
者
な
の
か
、
又
は
一
部
の
認
定
を
受
け
た
者

な
の
か
を
、ち
ゃ
ん
と
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
野
係
員

そ
う
い
う
こ
と
o

(五
十
嵐
君
は
理
解
が
早
い
な
~
。)

五
十
嵐
係
員

で
も
、
認
定
電
気
通
信
事
業
者
が
、
全
部
の
認
定
を

受
け
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
一
部
の
認
定
を
受
け
て

い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
で
は
分
か

ら
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
は
、

大
野
係
員

総
務
大
臣
か
ら
の
認
定
証
は
、
全
部
の
認
定
か
、
又

は
一
部
の
認
定
か
に
よ
っ
て
、
種
類
が
異
な
る
も
の
と

さ
れ
て
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
0
0
社
が
交
付
を
受
け

た
認
定
証
を
見
れ
ば
、我
々
も
確
認
で
き
る
は
ず
だ
よ
。

五
十
嵐
係
員

な
る
ほ
ど
。

で
も
、
ま
だ
足
り
な
い
で
す
よ
。

だ
っ
て
、
一
部
の
認
定
を
受
け
た
認
定
電
気
通
信
事

業
者
か
ら
、
電
線
の
占
用
許
可
申
請
を
受
け
た
場
合
に

は
、
そ
の
電
線
が
、
一
部
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
認

定
電
気
通
信
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
に
該
当
す
る
の

か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
確
認
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
点
も
認
定
証
で
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

大
野
係
員

(四
月
に
採
用
さ
れ
た
ば
か
り
な
の
に
、鋭
い
な
~
。)

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
通
達
が
発
出
さ
れ
て
い
て
、

道
路
管
理
者
は
、
一
部
の
認
定
を
受
け
た
認
定
電
気
通

信
事
業
者
か
ら
占
用
許
可
申
請
を
受
け
た
場
合
に
は
、
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〇
電
気
通
信
墨
業
法

纂
曰
十
七
条

電
気
通
信
回
線
設
備
を
設
置
し
て
電
気
通
信
役
務
を

提
供
す
る
電
気
連
一館
虚
栄
を
営
む
者
又
は
当
該
電
気
通
信
事
業
を

営
も
う
と
す
る
者
は
、
次
節
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
、
そ
の
電
気
通
信
事
業
の
全
部
又
は
一

部
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
の
認
定
蓬
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
電
気
遵
嬉
婁
森
施
行
規
則

第
四
十
条
の
十
一

総
“整
合
寂
べ
需
鞘
楚ゞ
を
し
た
と
き
は
、全
部

認
定
だ反
落
勁證
拝
受
患
符
す
る
。

2

総
務
本
掟
は
、
一部
熟塞
を
し
た
と
き
は
、
一部
認
祭
鍔
度
だ
認

鎧
証
茅
ホ
ハ付
す
る
。



占
用
し
よ
う
と
す
る
物
件
が
認
定
電
気
通
信
事
業
に
係

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
総
務
省
に
韶
容
云

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

こ
の
総
務
省
へ
の
昭
容
云
に
当
た
っ
て
必
要
な
事
項
に

関
し
て
も
、
事
務
連
絡
が
発
出
さ
れ
て
い
る
よ
。

0
電
気
通
償
事
業
法
の
一部
改
止
に
伴
冬
迫路
占
用
関
係
墨
務
の

取
扱
い
に
つ
い
て

(平
成
十
六
年
当
月
二
十
九
日
付
け
璽
迫
利

簑
ニ十
五
号

路
酌艶
衰
運
連
記
1
の

(略
)

道
路
管
理
者
は
、
一部
鰐難
延
証
を
有
す
る
認
轄
電
気
涌
営恒
男も業

者
か
ら
電
気
通
信
設
備
等
の
物
件
に
係
る
占
用
許
可
申
請
が
な
さ

れ
た
場
合
に
は
、
当
該
物
件
が
認
定
電
気
週
債
豊
栄
に
係
る
も
の

で
あ
る
か
否
か
に
よ
め
道
路
占
用
の
取
扱
い
が
異
な
る
こ
と
等
か

ら
、
所
要
の
確
認
を
行
う
“軌要
が
生
じ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
総
務
省
に
対
し
、
当
該
占
用
許
可
申
請

等
に
係
る
物
件
が
認
定
"塵
恐
瀰宿
事
業
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
否

か
を
個
々
に
照
会
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

(略
)

0
電
毎
週
一獲暈
業
法
の
一部
改
正
に
伴
姿
据
胎苫
田
関
係
筆
務
の

取
扱
い
に
お
け
る
昭応分一及
び
通
知
に
つ
い
て

(輩
數
土
ハ年
三

月
二
十
九
日
付
け

道
隣
鵺
繋
霧
叢
講課
長
轢鯉
隣受
粉増
援
題

記
1

脇
腹
認
鬘
通
運
記
1
･
に
よ
る
総
務
省
へ
の
照
会
は
、

･申
請
者
で
あ
る
電
気
趙糟
暈
業
者
の
隼
町
案
ひ氏
名

･占
用
の
目
的

･占
用
の
場
財

･上
品
物
件
(多
祢
、
墾
惧
蟄
疊

を
明
ら
か
に
し
て
、
乱
行
;
こ
と
。

五
十
嵐
係
員

へ
ぇ
~
。
す
ご
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
大
野
さ
ん
。

改
正
さ
れ
た
法
律
っ
て
、
今
年
の
四
月
の
施
行
で
す

よ
ね
。
大
野
さ
ん
、
短
期
間
で
結
構
勉
強
し
て
い
る
ん

で
す
ね
。

大
野
係
員

(あ
れ
、
僕
の
ほ
う
が
教
え
て
い
た
は
ず
な
の
に
、

何
だ
か
変
だ
な
。)

ま
あ
、
僕
も
占
用
を
担
当
し
て
三
年
目
だ
か
ら
ね
。

こ
れ
ぐ
ら
い
は
当
た
り
前
だ
よ
。
も
っ
と
が
ん
ば
る
う

と
は
思
っ
て
る
け
ど
ね
。
ハ
ハ
ハ
ー
。
(五
十
嵐
君
に

追
い
抜
か
れ
な
い
よ
う
に
、
ホ
ン
ト
に
も
っ
と
が
ん
ば

ら
な
く
ち
ゃ
。
)

五
十
嵐
係
員

じ
ゃ
あ
、
も
っ
と
教
え
て
下
さ
い
よ
。

実
は
、
別
の
件
で
も
勉
強
し
た
い
こ
と
が
あ
る
ん
で

す
よ
。

と
い
う
の
は
で
す
ね
、
!
。

大
野
係
員

ち
ょ
っ
と
待

っ
た
。

も
う
今
日
は
時
間
も
遅
い
し
、
最
近
、
僕
、
仕
事
を

が
ん
ば
り
す
ぎ
ち
ゃ
っ
て
疲
れ
て
い
る
か
ら
、
今
日
は

こ
の
辺
で
帰
る
う
と
思
っ
て
る
ん
だ
。
ま
あ
、
五
十
嵐

君
は
熱
心
だ
か
ら
、
自
分
で
よ
く
勉
強
し
て
み
て
よ
。

と
い
う
こ
と
で
、
お
先
に
~
。

五
十
嵐
係
員

あ
っ
、
ち
ょ
っ
と
、
大
野
さ
~
ん
9

も
お
~
。
｢頑
張
り
す
ぎ
て
疲
れ
た
。｣
だ
っ
て
。
先

週
も
そ
う
言
っ
て
毎
日
早
く
帰
っ
て
た
よ
う
な
気
が
す

る
ん
だ
け
ど
な
。
疲
れ
て
な
い
は
ず
じ
ゃ
ん
か
!
。
,:

虎

(こ
の
頃
終
わ
り
)
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道
路
の
改
築
等
に
つ
い
て
は
、
当
該
工
事
の
実
施
計
画

を
踏
ま
え
計
画
的
に
工
期
を
区
切
っ
て
事
業
を
実
施
す
る

例
が
多
く
、
全
国
に
も
暫
定
的
な
構
造
で
供
用
し
て
い
る

箇
所
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
暫
定
的
な
構
造
で
供
用
中
の

道
路
を
管
理
す
る
場
合
は
、
暫
定
的
な
供
用
部
分
と
既
供

用
部
分
の
境
界
部
は
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
利
用
し
難
い

道
路
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
応
の
注
意
喚
起

を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

仮
に
こ
の
よ
う
な
道
路
構
造
上
の
原
因
、
い
わ
ば
内
在

的
瑕
疵
類
型
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
、
他
人
に
被
損
害
が

生
じ
た
場
合
は
、
国
賠
法
二
条
の
管
理
瑕
疵
に
よ
る
賠
償

責
任
が
認
め
ら
れ
る
蓋
然
性
は
極
め
て
高
い
こ
と
は
こ
れ

ま
で
の
裁
判
例
が
示
す
通
り
で
あ
る
。
今
回
の
紹
介
事
例

は
、
暫
定
的
な
構
造
で
供
用
中
の
道
路
に
管
理
瑕
疵
が
認

め
ら
れ
た
例
で
あ
る
が
、
管
理
区
間
中
に
同
様
な
箇
所
が

存
す
る
場
合
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
再
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
を
迎
え
、
降
雨
が
土
壌
に
浸
透
し
通
常

で
も
構
造
上
の
不
安
定
が
危
惧
さ
れ
る
状
況
の
中
、
特
に

暫
定
的
な
構
造
で
供
用
中
の
道
路
の
管
理
に
当
た
っ
て
は

十
分
留
意
し
た
い
。

ポ
イ
ン
ト

〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
六
年
三
月
一
七
日

神
戸
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

原
告
…個
人

被
告
…兵
庫
県
、
個
人
(大
型
貨
物
自
動
車
運
転
手
)

圏

工
事
の
実
施
計
画
に
合
わ
せ
て
、
暫
定
的
な
構
造
で

供
用
中
の
路
側
帯
を
通
行
中
の
自
転
車
が
、
車
道
に
は

み
出
し
大
型
貨
物
自
動
車
と
衝
突
し
て
被
害
者
は
死
亡
。

圏

原
告
は
、
暫
定
的
な
路
側
帯
の
構
造
が
事
故
原
因
と

主
張
。

圏

被
告
兵
庫
県
は
、
被
害
者
と
相
被
告
の
過
失
が
事
故

原
因
と
主
張
し
、
路
側
帯
の
構
造
と
事
故
と
の
因
果
関

係
を
否
定
。

皿

神
戸
地
裁
は
、
本
件
事
故
と
道
路
の
設
置
管
理
瑕
疵

と
の
因
果
関
係
を
認
容
。

圓

神
戸
地
裁
は
、
損
害
賠
償
額
『

五
四
七
万
九
、
九

三
一円
を
被
告
ら
が
連
帯
し
て
支
払
う
こ
と
を
認
容
。
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本
件
事
件
は
、
平
成
一
三
年
六
月
一
九
日
朝
、
自
転
車

で
通
学
途
中
の
女
子
高
生

(
一
七
歳
)
が
、
兵
庫
県
の
管

理
す
る
本
件
道
路
の
水
路
転
落
用
防
護
柵
に
ハ
ン
ド
ル
グ

リ
ッ
プ
を
接
触
さ
せ
、
そ
の
は
ず
み
で
車
道
部
分
に
進
入

し
、
前
方
か
ら
走
行
し
て
き
た
相
被
告
の
運
転
す
る
大
型

貨
物
自
動
車
と
衝
突
、
死
亡
し
た
も
の

(図
参
照
)。

【本
件
事
件
に
関
連
す
る
主
な
経
緯
】

平
成
一
三
年
一
二
月
上
旬

"
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

に
よ
る
承
認
工
事

(路
側
帯
拡
幅
等
)
を
承
認

平
成
一
四
年
三
月
末

…
承
認
工
事
完
成

平
成
一
五
年

四
月
上
旬

…地
元
よ
り
歩
道
設
置
工
事
に
つ
い
て
要
望

五
月
上
旬

m水
利
権
者
と
歩
道
設
置
工
事
に
係
る
協
議

開
始

五
月
中
旬

…
地
元
の
要
望
を
踏
ま
え
、
水
利
権
者
と
歩

道
設
置
工
事
に
つ
い
て
協
議
了

六
月
一
九
日
…事
故
発
生

七
月
中
旬

…歩
道
工
事
着
手

八
月
上
旬

…歩
道
工
事
完
了

事
件
の
概
要

暫
定
的
な
構
造
で
供
用
中
の
道
路
に

管
理
,

競
が
認
め
ら
れ
た

管
理
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
た
事
例

ー
兵
庫
県
道
交
通
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



表 当事者の主張 (被告兵庫県の責任について (国賠法 2条論))

原 告 被 告

予
見
可
能
性

圏 事故現場の南北には、道路から連続して自
転車通行の許可された路側帯が設置。

事故現場付近のみ、 高さ約 1 . 1 m の防護柵
が張り出していたことから、 歩道が突然狭くな
り、自転車は一旦車道上に出ることは余儀なし。

鬮 事故事前から、事故現場付近は危険であり、
地元住民より防護柵を改修されたい旨の度々の
要請。

体件事故の予見可能性あり。I

圏 自転車は軽車両として車道を通行すること
が原則であるため、 路側帯が狭いことは道路の
管理瑕疵を意味しない。

路側帯が狭くなっていたことは、 本件防護柵
の存在により、 相当に遠方からでも認識可能。
なお、 狭くなった部分でも 0 , 8 m 程度の幅員
があり、自転車の通行可能な幅員は確保。

体件事故の予見可能性なし。I

回
避
可
能
性

囲 事故当時既に、兵庫県は近々改修工事を行
う予定としており、実際、事故後に速やかに路
側帯拡幅工事実施。

体件事故の回避可能性あり。I

騙 平成 1 4 年 3 月 末 の コ ン ビニ エ ンス ス ト ア
建設工事の際、路側帯が設けられ、 (水路付近の
路側帯付近が) 現状になったことから、 県は、
歩道を設置すべく計画をし、必要な手続を進行
中だった。
本件事故はその最中に発生。県は、路側帯が

急に狭くなっている状況を事故前に解消できず。

体件事故の回避可能性なし。l

因
果
関
係

晒 本件事故は、被害者が危険な車道右端を走
行することを余儀なくされ、その結果、相被告
車両と衝突したもの。

瑕疵を前提として、事故と管理
瑕疵と因果関係あり。

鬮 被害者は、防護柵を通り過ぎようとする辺
りで突如ふらつき、 その後車道部分に進入し、
本件事故に遭遇したもの。
(事故原因は、自転車操作上の不手際。)

圏 相被告は、約 9 9 , 5 m も離れたところか
ら自転車に乗った被害者を発見していたことか
ら、 被害者も僅かな注意を払うことで事故発生
を防ぎ得た。

本件事故は、被害者と相被告の過失が相まっ
て生じたもの。

瑕疵はないことを前提として、 事
故と防護柵 ･路側帯との間に因果
関係なし

瑕疵を前提として、事故と管理
瑕疵と因果関係あり。

瑕疵はないことを前提として、 事
故と防護柵 ･路側帯との間に因果
関係なし

注) その余の争点 (過失割合及び損害額) は誌面の都合上省略した。

写真図
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判決の概要
　　　　　　　　　　

1 予見可能性について

剛 自転車にとっては、本件防護柵横の路側帯が急に狭くなっているという状況。
本件防護柵の高さ (1 . 1 m )、本件防護柵横の路側帯の幅員 (約 0 , 8 m ) を考えると、

通常、車道にはみ出さないよう走行しようとすれば防護柵にハンドルをぶつける等して安全な
走行ができなくなるおそれ。 また、 防護柵にぶつからないようにしようと思えば、 ある程度は

車道部分にはみ出して走行することもやむを得ない状況。

は
る
る
目
付
も

　

　

　
　

自転車が防護柵の横を通過する際には、一般的な通学用自転車である被害者の自転車の幅
は 0 , 5 7 m であるが、 運転者が両手でハンドルを操作しつつ、 両足を回転させて前進させ

る2輪車であり、走行に際して車体がある程度左右に振れることが当然予想された車両であ
るといえるから、 路側帯の幅員が自転車の幅を上回っているとしても、 このことが直ちに、
自転車の通行可能な幅員が確保されていたことにはならない。むしろ、防護柵に多くの傷が
付いていたことを考慮すれば、 自転車のハンドル位置よりも高い防護柵が存在していること

もあり、 防護柵にハンドルをぶつける等して安全な走行ができなくなるおそれ。

鬮 地元住民から被告に対し、何度か防護柵の改修要請があったこと、本件道路が交通量の多い
道路であること。 等

2 回避可能性について

剛 被告としてもかねてから事故現場付近に連続した歩道を設置すべく計画し、実際、事故後に
歩道設置工事実施。

本件事故当時、本件道路は、通常有すべき安全性を備えておらず、設置管理に瑕疵認容。

r
I朧愕
七

本件事故現場付近は、遅くとも3ヶ月弱前頃には事故当時と同じ安全性に欠ける状

。少なくとも本件事故のような交通事故を回避するための何らかの応急的措置を講じ
ことは可能。

ノルノ影/多/" /ルノルノルノ" /" / " /" /…/" /"′"ノルノゴ

3 道路管理瑕疵と事故との因果関係について
霊 本件事故は、被害自転車が本件防護柵の横を通過するに際して、西側に出っ張って設置され
ていた本件防護柵の影響でバランスを崩したことを原因として生じた事故であると認めるのが相

当。

ミ三宅得談鑿務鴛薄嚢理鬱鰓鑿鴛務撃墜聾鑄鬘に三宅三宅三宅コ
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お
わ
り
に

範　

今
回
の
神
戸
地
裁
の
判
決
で
は
、
原
告
側
の
主
張
が
全

004

面
的
に
認
め
ら
れ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

セ

本
件
事
故
は
･

数
カ
月
後
に
は
、
本
件
事
故
現
場
の
路

擶

側
帯
も
拡
幅
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
矢
先
の
も

の
だ
っ
た
だ
け
に
、
既
実
施
の
部
分
と
未
実
施
の
部
分
が

存
す
る
場
合
の
管
理
の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
事
案

だ
っ
た
。
道
路
管
理
者
に
お
い
て
も
、
水
路
へ
の
転
落
防

止
用
の
防
護
柵
を
設
置
し
た
措
置
は
適
正
な
も
の
だ
っ
た

と
言
え
る
。
定
性
的
に
本
件
事
故
を
予
見
で
き
た
と
し
て

も
、
南
側
の
路
側
帯
の
拡
幅
工
事
が
道
路
法
二
四
条
の

(
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
よ
る
)
承
認
工
事
だ
っ
た

だ
け
に
、
あ
る
程
度
、
工
事
の
完
成
が
見
込
め
な
い
状
況

で
は
、
実
態
と
し
て
当
該
工
事
と
接
続
す
る
部
分
の
拡
幅

工
事
に
着
手
で
き
な
い
こ
と
は
、
道
路
管
理
の
難
し
さ
が

そ
こ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
道
路
利
用
者
へ
の
注

意
喚
起
用
の
看
板
を
立
て
る
等
の
措
置
が
あ
れ
ば
よ
り
安

全
性
は
確
保
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

全
国
に
は
暫
定
的
な
構
造
で
供
用
し
て
い
る
箇
所
は
数

多
い
。
本
件
の
よ
う
な
残
念
な
事
故
が
他
の
地
域
で
惹
起

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
各
道
路
管
理
者
の
更
に
入
念

な
管
理
体
制
が
期
待
さ
れ
る
。

濃帯応　
　

　
　

存
害鸚皿 防護柵の存在や路側帯が急に狭くなっていることは、 遠方からでも認識可能な状態。 バラン

　 　 　 　 　 　

本件事故は、被告兵庫県並びに相被告大型貨物自動車の運転手及び被告会社が各々独自の独
した不法行為によって発生させてた事故。
1つ、 これらの各不法行為は~ 時間的、場所的関係において、客観的に相関連し、共同して事

不

、
生

た
つ
発

し
か
を

皿
立

故



い
わ
て
の
道
路
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

　　

　
　　
　
　な"

も

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

路
面
情
報
の
提
供

岩
手
県
は
東
北
地
方
の
北
東
部
に

位
置
し
、
全
国
第
二
の
広
大
な
面
積

を
有
し
て
お
り
、
都
市
間
距
離
が
長

く
、
東
部
は
北
上
山
地
が
、
県
西
部

の
秋
田
県
と
の
県
境
に
は
奥
羽
山
脈

が
そ
れ
ぞ
れ
縦
走
し
て
い
る
。
県
全

域
が
寒
冷
地
域
で
、
沿
岸
と
県
南
の

一
部
を
除
い
た
地
域
が
積
雪
地
域
と

な
っ
て
お
り
、
地
域
間
の
連
携
を
図

る
た
め
に
は
、
距
離
、
雪
、
峠
を
克
服

す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
奥
羽
山
脈

と
北
上
山
地
に
囲
ま
れ
た
北
上
盆
地

で
は
、
気
温
の
日
較
差
や
年
較
差
の

大
き
い
内
陸
的
な
気
候
を
示
し
、
気

温
の
較
差
が
大
き
い
た
め
、
雨
の
路

面
か
ら
凍
結
路
面
、
圧
雪
路
面
へ
急

変
す
る
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
変
化
の

岩
手
県
東
京
事
務
所

吉
田

正

保
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
県
で
は
、
除
雪
や
凍
結
防
止
剤

散
布
、
消
融
雪
施
設
、
気
温
表
示
板
、

道
路
情
報
板
等
の
整
備
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
が
、
平
成
三
年
度
か
ら

平
成
一
五
年
度
ま
で
に
八
六
台
の
道

路
路
面
監
視
装
置
を
主
に
峠
部
に
設

置
し
て
い
る
。
こ
の
装
置
の
静
止
画

像
は
平
成
九
年
度
ま
で
道
路
管
理
者

の
み
が
利
用
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
翌
年
度
か
ら
岩
手
県
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
一
時
間
毎
に
更

新
し
て
道
路
利
用
者
に
も
画
像
提
供

激
し
い
気
候
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
厳
し
い
気
象
条
件
で
あ
る
た

め
、
冬
期
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
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監視装置設置箇所

　　　　　端報
ぜ

西から東から



す
る
こ
と
に
よ
り
、
路
面
状
況
や
気

温
な
ど
を
車
両
運
転
前
に
把
握
し
、

冬
期
道
路
の
安
全
な
走
行
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
運
用
を
開
始
し
て

焚二ぐへ蟹きぬ椦薯産虜蝉学ぶ"鬱寒按ゾセダ 濁t3箇所追風てl戯晩はす･

　　　　　　　　　　　　　 　
　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

　　　 　　　　　 　　　　 　　　　

国 回 鱗{蝨蝸 織ね戴入り蜷欺ア蝦;繊･巻 団▼□

い
る
。
平
成

一
〇
年
度
か
ら
現
在

(平
成
一
六
年
四
月
一
九
日
)
ま
で

の
総
ア
ク
セ
ス
件
数
は
一
四
一
万
四

六
〇
〇
件
と
、
岩
手
県
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
も
有
数
の
ア
ク
セ
ス
数

を
誇
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
四

年
度
か
ら
は
携
帯
サ
イ
ト
か
ら
で
も

パ
ソ
コ
ン
版
と
同
様
の
道
路
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
運

用
を
始
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て

冬
期
の
道
路
走
行
に
対
す
る
有
益
な

情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
道
の
駅
で
の
情
報
提
供

と
併
せ
て
、
豪
雨
等
の
異
常
気
象
や
地

震
に
よ
る
災
害
時
の
活
用
を
含
め
、

道
路
利
用
者
の
立
場
で
道
路
情
報
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

県ホームページ画面

岩
手
県
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢道

路
情
報
｣
ア
ド
レ
ス
…

　
　
　
　
　　
　
　
　　
　　
　　
　
　

携
帯
サ
イ
ト

…
(ず
B
og
用
)

　
　
　
　
　
　
　　　
　
　
　　
　
　
　

(のN-鬘
のび用
)

ゴ
ロ
Mも
ミ
、
学
~〆>~メモ
.
Q
o
に
[0
･
0
0
ロ
]＼
の
NJ＼

(く
oG
鼡
o口
①
-"
①
用
)

耳
忍
"
"
"
"
･旨
に
[o
･8
旨
"
＼

◆
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
提
供

岩
手
県
と
東
北
地
方
整
備
局
は
、

岩
手
県
石
油
商
業
協
同
組
合
と
平
成

一
五
年
八
月
に
協
定
を
結
び
、
同
組

合
加
盟
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

(六

四
〇
店
舗
)
が
拠
点
と
な
っ
て
規
制

情
報
の
提
供
や
異
常
発
生
時
の
取
り

次
ぎ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
内
陸

(盛
岡
市
)
と
沿
岸

(宮

古
市
)
を
結
ぶ
重
要
路
線
で
あ
る
国

道
一
〇
六
号
線
に
路
線
バ
ス
を
連
行

す
る
岩
手
県
北
自
動
車
と
県
宮
古
地

方
振
興
局
が
同
年
七
月
に
協
定
を
結

び
、
バ
ス
運
転
手
が
落
石
や
倒
木
、

路
面
破
損
や
交
通
事
故
な
ど
を
目
撃

し
た
場
合
に
搭
載
無
線
や
携
帯
電
話

な
ど
で
同
振
興
局
に
通
報
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

県
管
理
の
国
道
、
県
道
と
も
日
常

的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

る
が
、
近
年
は
道
路
管
理
に
対
す
る

地
域
の
要
望
が
高
度
化
、多
様
化
し
、

万
全
を
期
す
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
が
、
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
情

報
交
換
で
、
異
常
発
生
時
の
よ
り
迅

速
な
対
応
や
道
路
状
況
の
把
握
が
円

滑
に
な
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
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鰯　
　

⑭
-

　

　

ん

｢日
見
峠
｣
雑
記

長
崎
県
東
京
事
務
所

前
田

佳
朗

図 1 長崎街道図

日見峠

懐
か
し
い
響
き
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
峠
に
つ
い
て
は
｢長
崎
街
道
｣

と
共
に
既
に
幾
度
と
な
く
本
や
話
の

中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
耳
に

し
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
長
崎
街
道
は
東
海
道
を
代
表

と
す
る

｢五
街
道
｣
で
は
な
く

｢脇

街
道
｣
で
し
た
。
し
か
し
歴
史
的
に

は
重
要
な
街
道
で
、
古
く
よ
り
著
名

人
を
含
む
多
く
の
人
々
が
こ
の
街
道

を
行
き
交
い
し
た
の
で
す

(図
1
)。

小
倉
を
出
発
し
長
崎
ま
で
、
二
五
の

宿
か
ら
な
る
こ
の
街
道
の
中
に
あ
っ

て
、
日
見
峠
は
｢西
の
箱
根
｣
と
呼
ば

れ
た
ほ
ど
、
街
道
き
っ
て
の
難
所
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
箱
根
峠

の
標
高
八
三
五
m
に
比
べ
る
と
日
見

峠
は
標
高
二
〇
0
m
で
、
峠
の
規
模

か
ら
す
る
と
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の

で
す
が
、
小
倉
か
ら
の
五
七
里

(二

二
人
知
)
の
旅
人
に
と
っ
て
、
目
的

地
の
目
前
に
そ
び
え
る
こ
の
峠
は
最

◆

｢西
の
箱
根
｣
日
見
峠

日
見
峠
。
長
崎
に
住
む
人
々
に
と

っ
て
、
こ
の
名
前
に
は
な
ん
と
な
く

小
倉

黒
崎木

屋
瀬飯

塚内
野山

家原
田田

代轟
木

中
原

牛
津

小
田

北
方

鳴
瀬

嫁
崎

塩
田

嬉
野

.

彼
杵

松
原

′′′

バg
“

/
′

写真 2 新日見トンネル

班 道イテセ 2004.5

西から東から

長崎街道

写真 1 日見トンネル



後
の
難
所
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

峠
を
越
え
る
交
通
は
古
く
よ
り
何

度
も
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は

大
正
一
五
年
に
完
成
し
た

｢日
見
ト

ン
ネ
ル
｣
(写
真
1
)
が
そ
の
交
流

写真3 長崎自動車道 長崎芒塚 I C

を
容
易
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
は
明
治
一
五
年
に
開
通
し
た

｢日

見
新
道
｣
を
、
さ
ら
に
そ
れ
以
前
は

｢長
崎
街
道
日
見
峠
｣
を
人
々
は
利

用
し
た
の
で
す
。

横
有
名
で
す
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
明

治
四
四
年
に
製
造
さ
れ
た
日
本
最
古

の
木
製
ボ
ギ
ー
車
が
あ
り
、
今
で
も

時
々
街
中
に
そ
の
姿
を
走
ら
せ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
電
車
の
運
賃
も
全

区
間
均
一
の
一
〇
〇
円
と
、
こ
れ
も

日
本
一
安
い
は
ず
で
す
。
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現
在
に
戻
り
、
｢新
日
見
ト
ン
ネ

ル
｣
(写
真
2
)
が
国
の
国
道
三
四

号
日
見
バ
イ
パ
ス
事
業
と
し
て
平
成

一
一
年
に
開
通
し
、

平
成

一
三
年

の
日
見
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通
に
よ

り
、
峠
の
東
西
交
流
は
さ
ら
に
ス
ム

ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

の
三
月
に
は
高
速
道
路
の
長
崎
自
動

車
道
が
開
通
し
、
｢日
見
ト
ン
ネ
ル
｣

の
東
口
で
長
崎
芒
塚
(す
す
き
づ
か
)

I
C
に
よ
り
接
続
さ
れ
、
ま
す
ま
す

便
利
に
な
っ
て
い
ま
す

(写
真
3
)。

話
を
も
う
一
度
少
し
昔
に
戻
し
て

み
ま
す
。
峠
の
周
辺
に
は
長
崎
を
少

し
自
慢
で
き
る
も
の
が
幾
つ
か
あ
り

ま
す
。

◆
蘇
る

｢本
河
内
高
部
貯
水
池
｣

こ
こ
よ
り
日
見
峠
に
至
る
途
中
左

手
に
は
明
治
二
四
年
に
造
ら
れ
た
日

本
最
古
の
水
道
専
用
の
貯
水
池
で
あ

る

｢本
河
内
高
部
貯
水
池
｣
(写
真

4
)
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
七
年
の

長
崎
大
水
害
は
ま
だ
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
貯
水
池
の
上
流

｢奥
山
地
区
｣
で
は
山
肌
が
崩
壊
し
、

多
く
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
た
め
下
流
は
大
洪
水
に
な
る
と

こ
ろ
で
し
た
。
水
道
専
用
の
こ
の
貯

水
池
が
下
流
を
洪
水
か
ら
救
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
貯
水
池

は
今
、
本
河
内
高
部
ダ
ム
と
し
て
蘇

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
古

い
貯
水
池
堰
堤
も
ち
ゃ
ん
と
残
す
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
別
れ
を
惜
し
ん
だ

｢蛍
茶
屋
｣

街
道
を
長
崎
の
方
か
ら
小
倉
に
向

か
っ
て
旅
立
つ
者
に
と
っ
て
は
、
最

初
か
ら
そ
の
難
所
を
越
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る

の
で
し
ょ
う
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
と

言
わ
れ
る

｢蛍
茶
屋
｣
が
今
も
そ
の

地
名
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
始

発
駅
と
す
る
長
崎
の
路
面
電
車
は
結



◆
日
本
初
の
有
料
道
路
｢日
見
新
道
｣

そ
こ
か
ら
す
ぐ
が
日
見
峠
の
最
も

急
峻
な
箇
所
で
す
。
明
治
一
五
年
に

完
成
し
た

｢日
見
新
道
｣
は
日
本
初

の
有
料
道
路
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
人
力
車
や
馬
車
と
い
う
当
時

の
交
通
手
段
に
対
応
す
る
た
め
に
、

日
見
峠
を
一
一
〇
尺

(三
三
m
)
切

り
下
げ
て
整
備
し
た
の
で
す
が
、
建

設
費
の
不
足
を
補
う
た
め
、
日
見
と

本
河
内
の
二
ヵ
所
で
通
行
料
を
徴
収

し
ま
し
た
。
人
が
五
厘
、
荷
馬
車

,

乗
馬
が
三
銭
、人
力
車

･
か

二ゞ
一銭
、

馬
車
が
五
銭
と
さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
の

特
級
酒
が
一
升
で

=
銭
で
し
た
か

ら
、
今
の
価
格
か
ら
概
ね
逆
算
す
る

と
一
銭
が
二
〇
〇
円
程
度
で
し
ょ
う

か
。
と
す
る
と
今
の
車
に
相
当
す
る

人
力
車
な
ど
は
四
〇
〇
円
程
度
で
、

や
や
通
行
料
と
し
て
は
高
か
っ
た
の

写真4 本河内高部貯水池

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

と
産
声
を
上
げ
た
の
で
す
。
子
供
の

頃
か
ら
こ
の
本
河
内
周
辺
が
私
の
遊

◆
昔
が
生
き
る
｢日
見
峠
｣

び
場
で
あ
り
、
生
活
の
場
だ
っ
た
の

日
見
峠
の
名
前
の
由
来
は
、
一
五

で
す
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
こ
の
日
見

七
人
年
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い

峠
に
近
づ
く
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
恐

ま
す
。
こ
の
年
、
長
崎
氏
と
深
堀
氏

れ
で
し
た
。
そ
こ
に
は
遊
び
で
は
近

と
の
戦
が
あ
り
、
背
後
を
つ
こ
う
と

づ
け
な
い
異
様
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て

し
た
深
堀
氏
が
、
夜
に
火
を
焚
い
て

い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

大
軍
が
攻
め
て
き
た
よ
う
に
見
せ
か

峠
を
日
見
の
方
へ
越
え
て
降
り
る

け
ま
し
た
。
し
か
し
長
崎
氏
は
そ
れ

の
は

｢七
曲
が
り
の
坂
｣
。
そ
の
先

を
見
破
り
、
深
堀
氏
の
作
戦
は
失
敗

に
は

｢は
ら
き
り
坂
｣
と
話
せ
ば
長

し
た
と
さ
れ
ま
す
。そ
の
時
峠
か
ら
、

く
な
る
昔
が
、
新
し
い
長
崎
芒
塚
I

深
堀
氏
の
か
が
り
火
が
見
え
た
の

C
と
と
も
に
確
か
に
そ
こ
に
は
生
き

で
、
こ
れ
以
来
日
見
峠
と
呼
ぶ
よ
う

て
い
る
の
で
す

(写
真
3
再
見
)。

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

直
木
賞
を
受
賞
し
た
な
か
に
し
礼

著
書
の

｢長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
｣
の
映

画
化
で
も
最
初
に
も
こ
の
峠
が
出
て

き
ま
す
。
東
の
網
場
か
ら
主
人
公

｢愛
八
｣
の
幼
い
姿
が
こ
の
峠
を
越

え
て
長
崎
へ
奉
公
に
い
く
の
で
す
。

峠
を
越
え
る
時
に

｢長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら

節
｣
を
歌
い
な
が
ら
。

実
は
私
は
こ
の
日
見
ト
ン
ネ
ル
の

す
ぐ
手
前
の
採
石
場
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
う
、
ま
さ
に

｢
オ
ギ
ャ
ー
｣
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富
罠
協
働
で
確
立
し
た
楚
遭
嚢
黛
輔
簾

j
住
宅
地
の
交
通
安
全
対
策
i

鎌
ヶ
谷
市
土
木
部
道
路
河
川
管
理
課

写真 1 慢性的な交通渋滞を招いている鎌ヶ谷大仏交差点

る

(図
1
、
写
真
1
~
3
)。
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一
地
区
の
現
状

千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
東
初
富
地
区
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後

半
に
計
画
的
に
造
成
さ
れ
た
低
層
型
住
宅
地
で
あ
る
が
、

地
区
に
隣
接
す
る
幹
線
道
路
の
交
差
部

(鎌
ヶ
谷
大
仏
交

差
点
)
で
は
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
を
招
い
て
お
り
通
過
交

通
の
多
く
は
住
宅
地
内
の
生
活
道
路
を
高
速
で
シ
ョ
ー
ト

カ
ッ
ト
す
る
た
め
、
地
区
内
の
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
を

中
心
に
交
通
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
当
該
地
区
は
市
内

で
も
交
通
事
故
の
発
生
率
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

ま
た
、
地
域
住
民
は
市
役
所
に
対
し
て

｢交
通
事
故
が

多
く
危
な
い
の
で
な
ん
と
か
し
て
ほ
し
い
｣、
｢朝
、
自
宅

前
の
ゴ
ミ
集
積
所

(道
路
幅
四
m
程
度
)
に
行
こ
う
と
し

て
も
、
連
続
し
て
自
動
車
が
往
来
す
る
の
で
な
か
な
か
渡

れ
な
い
｣
な
ど
の
苦
情

･
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

猟　道



写真 3 通過交通が通学路に流入 写真 2 生活道路に通過交通が流
して児童の脇すれすれを通 入して歩行者が危険な様子
過する様子 (朝の様子)

二

官
民
協
働
に
よ
る
交
通
安
全
対
策
の
検
討

一
般
的
に
住
宅
地
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
対
策
と
し

て
は
、
交
通
規
制

(速
度
規
制
や
一
方
通
行
等
)
や
物
理

的
デ
バ
イ
ス

(｢車
道
を
凹
凸
に
す
る
ハ
ン
プ
｣
や

｢車

道
を
狭
く
す
る
狭
さ
く
｣
等
)
に
よ
る
手
法
が
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
地
区
内
道
路
の
安
全
性

は
高
ま
る
も
の
の
地
域
住
民
の
利
便
性
が
悪
く
な
る
こ
と

か
ら
、
対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に
地
域
住
民
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
地
元
住
民

(自
治
会
)
や
小
中

理
解
を
得
た
う
え
で
な
け
れ
ば
導
入
は
困
難
で
あ
る
。

学
校

(教
職
員
及
び
P
T
A
)、
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

そ
こ
で
、
交
通
安
全
対
策
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
地

区
内
道
路
を
主
に
利
用
し
て
い
る
地
域
住
民
の
方
々
と
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
導
入
す
る

の
が
よ
い
の
か
官
民
協
働

(ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)
で
対
策

内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

写真 4 ワークショップの様子
図 2 戸別配布したワ

ョツブニユース
シク

学
校

(教
職
員
及
び
P
T
A
)、
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、

住
宅
地
内
の
交
通
安
全
対
策
は
全
国
的
に
も
事
例
が
少
な

い
た
め
学
識
経
験
者
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
な
が
ら

一
年
間
に
わ
た
り
地
区
内
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
度
重
な

る
検
討
を
行
っ
て
き
た

(ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
取
組

み
は
図
3
参
照
)。

(鎌ヶ谷暮瓣難)籍

　
　
　

　
　　　
　　
　

　

　
　
　

面的安全対策の立案‐室交通シミユレ一対
(デバイスの配置計画) による検証　
　

　

(

図

行 2004,5

図 3 東初富地区におけるワークショップでの検討フロー図



ま
た
、
今
回
、
諸
事
情
等
に
よ
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
で
き
な
い
地
域
住
民
の
方
々
に
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
検
討
し
た
内
容
を
把
握
し
て
も
ら
う
た
め
に

｢ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
｣
を
作
成
し
て
対
象
地
区
内
の
家
屋

全
て
に
戸
別
配
布
す
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

内
公
共
施
設
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
行
っ
た

(写
真
4
、
図
2

･
3
)
。

三

道
路
危
険
箇
所
及
び
問
題
点
の
抽
出

交
通
安
全
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
は
地
区
の
問
題
点

を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
ま
ず
、
鎌
ヶ
谷
警

察
署
の
協
力
を
得
て
地
区
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
デ
ー

夕
を
収
集
･
分
析
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
対
し
て

道
路
を
利
用
し
て
危
な
か
っ
た
体
験

(ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
体

験
)
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
道
路
危
険
箇
所
を
抽
出
し

た
。ま

た
、
今
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
地
域
住
民
の
意
見

(生
の
声
)
を
収
集

す
る
こ
と
で
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
る
こ
と
の
出
来
な
い
道

路
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
対
策
を
検

討
す
る
際
に
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
交
通
量
調
査
の
際
に
、
地
域
住
民
の
協
力

を
得
て
協
働
で
自
動
車
の
走
行
速
度
調
査
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
生
活
道
路
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
50
蹴
/
h
を

超
過
す
る
自
動
車
の
割
合
が
高
く
、
参
加
し
た
多
く
の

&ゞ
＼
交

か

　
　　
　
　　

　　　　
　
　　　
　

方
々
か
ら

｢改
め
て
自
動
車
の
速
度
が
高
い
の
を
実
感
し

た
｣、
｢な
ん
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
｣
と
対
策
の
必
要
性

に
つ
い
て
真
摯
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
(写
真
5
、
図
4
)。

四

社
会
実
験
に
よ
る
検
証

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
な
か
で
道
路
危
険
箇
所
や
交
通
量

調
査
結
果
な
ど
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
出
席
者
の
方
々
か

ら
、
住
宅
地
を
走
行
す
る
自
動
車
の
速
度
を
抑
制
し
歩
行

者
が
安
心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い

旨
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
物
理
的
デ
バ
イ
ス
と
し
て
速
度
抑
制
効
果
が

　　 　　　　　　　　　　　　　　 　

写真 5 官民協働で交通量調査を行う様子

れ
き
静

･
==/ヤ

2

ヒ

　
　
　
　　
　

　　
　

　
　

▲が轡

ミ
ト

交

し機き
討議

　
　
　
　　
　
　

　

高
く
欧
米
で
普
及
し
て
い
る

｢
ハ
ン
プ

(車
道
を
凹
凸
に

す
る
)｣
や

｢狭
さ
く

(車
道
を
狭
く
す
る
)｣
に
着
目
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
国
内
で
の
実
績
や
効
果
に
関
す
る
文
献

は
少
な
く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
も
出
席
者
か
ら
ハ
ン
プ

や
狭
さ
く
が
ど
う
い
う
も
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
と
の
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
国
土
交
通
省
の
協

力
に
よ
り
、
こ
れ
ら
物
理
的
デ
バ
イ
ス
を
当
該
地
区
に
試

験
的
に
設
置
し
て
地
域
住
民
に
体
験
し
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
対
策
効
果
を
検
証
し
た

(写
真
6
~
8
、

図
5
)。
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5 1

60
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′ミ ス
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は時間経過に伴い増大
写真 6 社会実験【こおける物理的デバ

-｣“ 0 イス (弓形ハンブ)
実験前 1日目 7日目

図5 ハンブ設置に伴う時間経過と自動車速度の関係

し
か
し
、
今
回
、
社
会
実
験
を
実
施
し
多
く
の
方
々
が

物
理
的
デ
バ
イ
ス
を
体
験
し
た
こ
と
で
、
当
該
地
区
に
ど

の
よ
う
な
デ
バ
イ
ス
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
事

前
に
確
認
し
て
も
ら
え
る
と
と
も
に
、
社
会
実
験
に
よ
る

デ
バ
イ
ス
を

一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
当
該
地
区
に

社
会
実
験
に
よ
る
調
査
結
果
か
ら
物
理
的
デ
バ
イ
ス
を

設
置
す
る
こ
と
で
走
行
す
る
自
動
車
の
速
度
を
抑
制
さ
せ

る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
デ
バ
イ
ス

設
置
に
よ
り
地
域
住
民

(特
に
デ
バ
イ
ス
周
辺
家
屋
)
へ

の
影
響

(利
便
性
や
環
境
面
等
)
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

導
入
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
地
域
住
民
の
意
見
を
充
分
間

?擁し鳶、要彩鼈逢馨社 五

　　　 　 　　　　　 　 　 　 　 　　

五

社
会
実
験
を
踏
ま
え
た
官
民
協
働
の
交
通

　　 　 　 　　を馨 鑿 繕 策実 写真7湊 涛 英姿勁る物理的デパ

　 　 　 　　 　 　 　　

　 　　　　 　
こ e イ ぎ ス 交
ぬ ヘ ス せ を 写真 8 社会実駒こおける物理的デバ

イス (狭さく)

問) 社会実験 (ハンプや狭さく導入実験) に関する自由意見

･ハンブの手前で減速し、 再加速するのでうるさかった。
･ハンブの色は目に優しい色にしてほしい。
･ハンプは単路部ではなく、事故の多い交差点に設置した方

が効果的である。
･狭さくはもっと道路幅を狭くした方が効果がある。
･テスト期間が短かった。

問) 東初富地区内に速度抑制対策としてハンプや狭さくを設置

することについて

弓形･ンプ I ; 圏釀癩43.l% 2日,9%

□設置すべき

台形′･ンブ l l s高髪艦
翻竈癈獺 箋詳録対39p錦

ハンプの幅が狭く車が交互通行できなくて渋滞になった。
美観に配慮した対策を講じて欲しい。
加速できないように lom 間隔程度で設置して欲しい。

- 國無回答

　 　 　　　　　狭さく 344% 344%

図6 社会実験に伴うアンケート意見 (一部抜粋)
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導
入
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
点
を
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た

(図
6
)。

六

社
会
実
験
後
の
取
組
み

社
会
実
験
後
に
行
わ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
社

会
実
験
の
調
査
結
果
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、
住

宅
地
を
走
行
す
る
自
動
車
の
速
度
を
抑
制
し
歩
行
者
が
安

心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
様
々
な
検
討

が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
対
策
の
方
向
性
と
し
て
は
、
一
度
に
す
べ

て
の
対
策
を
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
段
階
的
に
対
策
を

実
施
し
、
個
々
の
段
階
で
効
果
を
確
認
し
必
要
に
応
じ
て

再
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、
今
回
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
決
定
さ
れ

た
対
策
は
、
通
過
交
通
の
流
入
を
抑
制
さ
せ
る
の
で
は
な

く
走
行
す
る
自
動
車
の
速
度
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
地
区

内
の
道
路
危
険
箇
所

(交
通
事
故
及
び
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
多

発
箇
所
)
の
対
策
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
歩
行
者
が
安
心
･
快
適
に
道
路
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
車
道
を
狭
く
し
て
歩
行
者
空
間
を
創
出
し
た
り
、

歩
道
の
段
差
解
消
す
る
対
策
内
容
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
主
な
対
策
と
し
て
、
①

走
行
速
度
の
高
い
路
線
に
交
通
規
制

(速
度
規
制
)、
②

交
通
事
故
の
多
発
し
て
い
る
交
差
点
に
｢交
差
点
ハ
ン
プ
｣

“

の
導
入
、
③
車
道
幅
員
を
極
力
狭
く
し
て
残
り
の
幅
員
を

5

歩
行
者
通
行
帯
と
す
る
等
の
対
策
案
が
ま
と
ま
っ
た
。

脳

な
お
、
交
差
点
ハ
ン
プ
は
車
道
を
マ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
型

セ　　　

の
歩
道
の
高
さ
付
近
ま
で
高
く
す
る
た
め
、
歩
行
者
の
横

靴

断
支
援
策

(バ
リ
ア
フ
リ
ー
)
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

た
だ
し
、
社
会
実
験
で
は
ハ
ン
プ
を
単
路
部

(交
差
点

と
交
差
点
の
中
間
部
)
に
設
置
し
た
が
、
こ
れ
を
交
差
点

に
設
置
す
る
と
な
る
と
周
辺
家
屋
に
与
え
る
影
響
が
ど
の

程
度
で
あ
る
か
判
断
で
き
な
い
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

出
席
者
の
多
く
か
ら
導
入
に
先
立
ち
試
験
的
に
一
箇
所
で

も
設
置
し
て
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

前
後蠅蛎

轢

前
後

一蹴

弼

置
置

　
　

　

　
　　　
　

交差点ハンブにおける自動車の速度調査結果

- -

タ
ナ

昼

帯

帯

間

前
後

時

置
置

間

設
設

-時

　

　

　

　

　
　

図9 交差点ハンブ付近の振動調査結果

図 8 交差点ハンブ付近の騒音調査結果

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

点

　

　

　

写真9 先行的に施工した交差点ハンブ
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意
見
が
多
数
あ
げ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
当
該
地
区
に
物
理
的
デ
バ
イ
ス
を

設
置
す
る
た
め
の
諸
条
件
を
整
理
し
、
こ
れ
ら
に
準
拠
し

た
デ
バ
イ
ス

(ハ
ン
ブ
)
を
平
成
一
五
年
度
末
に
先
行
的

に
一
箇
所
設
置
し
て
自
動
車
の
速
度
調
査
を
は
じ
め
、
道

路
利
用
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
導
入
の
可

能
性
を
検
証
し
た

(写
真
9
、
図
7
~
嚼
)。

七

今
後
の
展
開

東
初
富
地
区
の
交
通
安
全
対
策
を
官
民
協
働
に
よ
る
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
度
重
な
る
検
討
を
行
い
、
平
成
一
五
年

度
末
ま
で
に
実
施
す
る
対
策
内
容
が
ほ
ぼ
決
定
し
た
。

ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
々

か
ら
は
、
出
来
る
だ
け
早
く
対
策
工
事
を
実
施
し
て
事
故

を
一
件
で
も
減
ら
し
歩
行
者
が
安
心
し
て
歩
け
る
道
づ
く

り
を
行
っ
て
欲
し
い
旨
の
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
市
で
は
、
今
年
度
官
民
協
働
で
確
立
し
た
交

通
安
全
対
策
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
施
行
後
、
対
策
効

果

(事
後
評
価
)
を
検
証
の
上
、
改
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
今
回
実
施
す
る
対
策
が
十
分
で
あ
っ
た
か

再
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
後
も
地
域
住
民
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
、
東
初
富
地
区
を
交
通
事
故
の
無
い
安
全
な
ま
ち
に
な

る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
。

東
初
富
地
区
に
関
す
る
取
組
み
内
容

(状
況
)
は
、

鎌
ヶ
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

鎌
ヶ
谷
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　
　
　
　　
　
　　　
　
　
　
　　
　
　　　　
　
　　
　

琉

て

成

か

対

公
一質
勁
販

"
}

礬含
ン古

…薙岡 見

o

い

に

意

い

0

し

所

申

し

る

欲

箇

目

欲

あ
て

い

る

て

で

し

多

す

し

成

置

が

関

置

賛

設

量

o

こ

設
に

に

通

い

プ

も

置

所

交

し

に

設

箇

、
欲

ンノ

所

の

い

く

て

占
m′

場

ブ

多
狭
し

差

の

ン

の

が

置

交

他
ハ

人

道
設

同

,

.

,

,

図10 交差点ハンブにおける道路利用者アンケート結果 (一部抜粋)
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